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●
連
載
語
り
あ
お
う
、つ
な
が
ろ
う
、町
の
中
で
、
日
常
の
中
で

第
４
回（
青
柳
雄
三
）

●
特
集
●

精
神
障
害
者
の
雇
用
は
今
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
（
本
條
義
和
）

■
続
・
事
例
か
ら
み
る
精
神
障
害
者
の
障
害
年
金
の
実
際（
白
石
美
佐
子
）〈
４
〉「
医
師
に
診
断
書
の
内
容
の
訂
正
を
お
願
い
し
て
も
良
い
か
？
」

■
知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と（
青
木
聖
久
）
連
載
31
回

　
ユ
ー
モ
ア
と
愛
情
を
も
っ
て
温
か
い
家
庭
を
作
っ
て
き
た
そ
の
先
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

　 《
自
ら
の
人
生
の
主
人
公
と
し
て
の
家
族
の
暮
ら
し
特
集
⑩
》

公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）
tel 03－6907－9211 ／ fax 03－3987－5466
ホームページ　http://www.seishinhoken.jp

問い合わせ先

2018

☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／

新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）

家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま

した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし

よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集
Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族

としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です



知っておきたい精神保健福祉の動き／特集（各号にタイムリーなテーマで
掲載します）／多事彩 （々編集長随想）／連載①街の診療所からのお便り／
連載②語りあおう、つながろう、町の中で、日常の中で／連載③知ることは生き
ること／連載④真澄こと葉のつれづれ日記／みんなのわ（読者のページ）ほか

●「月刊みんなねっと」これまでの特集の紹介●
■ 2016 年■
3月号：障害者総合支援法施行３年後の見直し（本條義和）
4月号：家族だからできる家族支援『家族による家族学習会プログラム』（岡田久実子）
5月号：精神障がい者と家族―それぞれが自立し、ささえあうために㊤（白石弘巳）
6月号：精神障がい者と家族―それぞれが自立し、ささえあうために㊦（白石弘巳）
7月号：みんなねっと「政策委員会」の取り組み㊤ ( 野村忠良）
8月号：みんなねっと「政策委員会」の取り組み㊦ ( 野村忠良）
9月号：メンタルヘルスと福祉教育をめざして（松本すみ子）
10月号：訪問看護が家庭内暴力とどう向き合うか（原子英樹）
11月号：家族の思いから立ち上がったＡＣＴのとりくみ（宮崎富夫・倉知延章）
12月号：家族が求めていた訪問支援が実現するまで（岡田久実子・吉澤美樹）
■ 2017 年■
1月号：東京ソテリアにおけるイタリア交流事業のとりくみ（塚本さやか他）
2月号：精神科においてアウトリーチはなぜ大切か、どう進めたらいいか㊤（渡邉博幸）
3月号：精神科においてアウトリーチはなぜ大切か、どう進めたらいいか㊦（渡邉博幸）
4月号：オープンダイアローグ（開かれた対話）の話（飯塚壽美・野村忠良）
5月号：イタリア精神保健見聞記（トレントの地域精神保健医療）その１（野村忠良）
6月号：イタリア精神保健見聞記（トレントの地域精神保健医療）その２（野村忠良）
7月号：それぞれの自立をめざして　その１　（夏苅郁子）
8月号：それぞれの自立をめざして　その２　（夏苅郁子）
9月号：それぞれの自立をめざして　その３　（夏苅郁子）
10 月号：当事者の地域生活の実現をめざす精神科病院（木全義治ほか）
11 月号：精神科医療における身体拘束を考える（長谷川利夫）
12 月号：当事者中心の地域支援再考（山本昌知）
■ 2018 年■
1月号：ピアサポーターと協働した地域移行支援の実践（柳尚夫）
2月号：ひとりひとりの自尊心と思いを大切に
3月号：息子の障害から学んだこと（橋口亜希子さんに聴く）
4月号：配偶者・パートナーの立場からみえること（前田　直）
5月号：子どもの立場からみえること（横山恵子）
6月号：愛と希望（佐藤真智子）

●「月刊みんなねっと」のバックナンバーのお申し込み方法●
　電話、FAX、みんなねっとのホームページよりお申込みいただけます。
　代金は「300 円×冊数 +送料 80 円」となります。
　バックナンバー発送時に振込用紙 ( 郵便振込 ) を同封させていただきます。
　
　　公益社団法人全国精神保健福祉会連合会 ( みんなねっと )
　　　　〒 170-0013　東京都豊島区東池袋 1-46-13 ホリグチビル 602
　　　　電話：03-6907-9211　FAX：03-3987-5466

月刊みんなねっと～毎月こんな内容でお届けします～

みんなねっとのホームページではメールマガジンを発行しています ( 無
料 )。当会の活動だけでなく、各都道府県連の情報なども随時お知らせす
るメルマガになっています。ぜひ、ご登録ください。詳しくはホームペー
ジをご覧ください（「みんなねっと」で検索ください）。

「みんなねっと」の
ホームページをご覧ください

「みんなねっと」電話相談のご案内
TEL：03-6907-9212　受付時間：水曜日 10時～15時

※祝日と重なった場合はお休みです。※お昼（12時～13時）はお休みをいただきます。

☆メルマガ会員募集中（無料）☆

「みんなねっと」で検索！ http://seishinhoken.jp/

ご登録！お待ちしています

【品切れ】

【品切れ】
【品切れ】

【品切れ】

【品切れ】

【品切れ】

「賛助会員Myページ」のご利用について

　みんなねっとHPサイト「賛助会員Myページ」へのログ
インについてお知らせいたします。
※初期ログイン画面は、みんなねっとWebサイト画面右上の
①「ログインボタン（鍵マーク）」から表示できます。
② ID：メールアドレス : ご登録いただいたメールアドレス
③初期パスワード : k00000 ※会員番号
※ログイン画面は、みんなねっとWeb サイト画面右上の「ロ
グインボタン（鍵マーク）」から表示できます。
メールアドレス未登録の会員の方は ...
　登録を希望するメールアドレスから、件名を「Web ア
カウント発行希望」として、本文に、氏名・住所・会員
番号・登録するメールアドレスをご記入の上、member@
seishinhoken.jp までメールを送信してください。 通常、1
～ 2週間でアカウントを発行し、メールの返信にてお知ら
せいたします。
[ 注意事項 ]
　ご登録いただいたメールアドレスは会員本人以外が利用で
きないものであることをご確認ください。

【品切れ】
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知っておきたい精神保健福祉の動き　２

お知らせします みんなねっとの活動　２

真澄こと葉のつれづれ日記（第 88 回）　34

みんなのわ―読者のページ・地域の話題　36

特集　精神障害者の雇用は 今、どうなっているか 
　　　　　　　　　　　　　（みんなねっと理事長）本條義和　6

　　　　　　

語りあおう、つながろう、町の中で、日常の中で　
～オープンダイアローグに学ぶ私の対話性と対話実践～（第4回）青柳雄三　14

続・事例からみる精神障害者の障害年金の実際
《4》医師に診断書の内容の訂正をお願いしても良いか？（白石美佐子）　18

多事彩々「退院できた患者たち」（野村忠良）　22

街の診療所からのお便り【連載 134】（増本茂樹）　

・・・精神病から回復して自分らしく生きなくっちゃね・・・　24

知ることは生きること（連載３1回）ユーモアと愛情をもって温かい家庭を作ってきた　

その先に感じられること　《自らの人生の主人公としての家族の暮らし特集⑩》（青木聖久）　   28

感想・意見・投稿を募集しています
メールでの原稿募集を始めました。

アドレス：minnanet.seishinhoken@outlook.jp
・「みんなのわ」コーナー（300～ 350 字程度）
・「地域の話題」コーナ―へ皆様の原稿をお寄
　せ下さい！（1000 ～ 1200 字程度）
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み
ん
な
ね
っ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
講
演
よ
り

『
過
疎
の
地
で
皆
と
生
き
抜
く
』

～
あ
る
精
神
科
医
の
実
践
～（
後
編
）

（
講
師
）
御み
し
ょ
う荘

診
療
所
所
長
・
な
ん

ぐ
ん
市
場
理
事

長
野 

敏
宏
先
生

《
編
集
者
よ
り
》
先
月
号
の
「
共
に
故

郷
を
つ
く
る
」（
前
編
）
に
続
き
、
今

回
は
後
編
「
過
疎
地
の
精
神
科
医
療
」

と
し
て
、
長
野
先
生
の
講
演
か
ら
過

疎
の
愛
南
町
で
の
精
神
科
医
療
の
実

践
の
部
分
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

長
野
先
生
は
、
22
年
前
の
平
成
８

年
、
愛
媛
県
愛
南
町
の
公
益
財
団
法

人
正
光
会
御
荘
病
院
（
精
神
科
病
院
）

の
渡
部
三
郎
先
生
に
招
か
れ
て
愛
南

町
に
移
り
住
み
、
渡
部
先
生
と
一
緒

に
そ
の
病
院
を
閉
じ
て
診
療
所
、
居

住
施
設
な
ど
を
つ
く
り
、
住
民
同
士

が
皆
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
に
家

族
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

▼
過
疎
地
の
精
神
科
医
療
▲

◇
異
質
な
医
学
生

　

大
学
で
医
学
を
学
ん
で
い
た
頃
の

長
野
先
生
は
、
実
習
な
ど
を
よ
く
さ

ぼ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
所
属
し
て

い
た
大
学
の
楽
団
で
は
ラ
ッ
パ
を
吹

い
て
い
ま
し
た
が
、
楽
器
演
奏
の
下

手
な
先
輩
に
は
文
句
を
言
い
、
ど
ん

ど
ん
辞
め
さ
せ
た
と
の
こ
と
。
そ
の

結
果
、
自
分
が
孤
立
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
助
け
て
く
れ
る
人

も
い
ま
し
た
。
自
称
、
だ
め
な
研
修

生
で
し
た
が
、
医
師
免
許
は
取
れ
ま

し
た
。

◇
精
神
科
病
院
へ
の
違
和
感
と
御
荘

病
院
の
閉
鎖

　

初
め
て
精
神
科
病
院
に
就
職
し
、

ひ
ど
い
違
和
感
に
襲
わ
れ
て
い
た
と

き
に
、
愛
媛
県
愛
南
町
の
御
荘
病
院

の
渡
部
三
郎
先
生
と
出
会
い
、
そ
の

病
院
に
転
職
。
愛
南
町
は
、
人
口

２
万
人
の
過
疎
地
で
す
。

　

御
荘
病
院
は
昭
和
37
年
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
渡
部
先
生
は
こ
の
病

院
を
閉
鎖
し
て
地
域
に
患
者
さ
ん
を

支
え
る
た
め
の
様
々
な
資
源
を
整
え

る
こ
と
を
構
想
し
て
お
り
、
そ
の
構

想
に
そ
っ
て
長
野
先
生
は
着
々
と
改

革
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
結
婚
し
た
て
の
現
夫
人

と
駆
け
落
ち
の
よ
う
に
し
て
愛
南
町

に
移
り
住
み
、
愛
南
町
を
自
分
の
故

郷
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
８
年
に
は
御
荘
病
院
の
病
床
が

お
知
ら
せ
し
ま
す

み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動

●
今
月
号
は
、
み
ん
な
ね
っ
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
８
の
講
演
（
後
編
）
と
ベ

ル
ギ
ー
の
視
察
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。



3 　お知らせします　みんなねっとの活動

１
４
９
床
あ
り
ま
し
た
が
、
減
ら
し

続
け
て
平
成
28
年
に
病
院
を
閉
鎖
。

他
の
地
域
に
あ
る
系
列
の
精
神
科
病

院
の
病
床
も
15
床
に
ま
で
減
ら
し
ま

し
た
。

◇
地
域
の
支
援
拠
点
の
建
設

　

病
院
の
跡
地
に
は
、
精
神
科
診
療

所
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
デ
イ
ケ
ア

棟
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
を
、
そ

こ
か
ら
離
れ
た
場
所
に
も
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
を

建
て
ま
し
た
。
診
療
所
は
24
時
間
・

年
中
無
休
営
業
に
し
て
、
外
来
に
来

る
の
が
嫌
な
人
に
は
訪
問
診
療
を
行

い
、
必
要
が
あ
れ
ば
本
人
の
家
に
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
泊
り
に
行
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
は
利
用
者
が
ど
う
し
て
も
一
般

市
民
と
違
う
生
活
を
強
い
ら
れ
る
の

で
、
将
来
は
廃
止
す
る
予
定
で
す
。

◇
精
神
科
ス
タ
ッ
フ
の
態
度

　

長
野
先
生
の
考
え
方
と
し
て
、
何

よ
り
、
強
制
的
な
治
療
は
避
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
の
関
係
で
本
人
が
暴
れ
る
の
は
、

両
者
の
関
係
か
ら
生
じ
る
の
で
、
本

人
と
徹
底
し
て
対
話
を
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
10
時

間
も
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
決

し
て
騙
さ
な
い
、
ご
ま
か
さ
な
い
こ

と
も
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
接
す

る
と
、
暴
れ
る
人
が
い
な
く
な
り
ま

し
た
。
入
院
す
る
人
は
、
月
に
１
～

２
件
で
す
が
、
本
人
の
同
意
が
な
け

れ
ば
入
院
さ
せ
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源

と
連
携
、協
働
し
て
支
え
て
い
ま
す
。

◇
今
後
の
抱
負

　

長
野
先
生
の
考
え
方
と
し
て
…

　

今
後
の
日
本
は
人
口
が
劇
的
に
減

っ
て
い
く
の
で
、
10
年
後
の
過
疎
化

を
見
越
し
て
地
域
社
会
を
創
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
精
神
科
病
院
は
必

ず
行
き
詰
る
の
で
、
地
域
医
療
に
切

り
替
え
る
。
足
り
な
い
社
会
資
源
を

創
り
続
け
る
。

　

精
神
障
害
者
と
一
般
人
と
の
境
界

は
、診
断
基
準
で
も
曖
昧
。
障
害
は
、

私
た
ち
自
体
の
延
長
上
に
あ
る
。
将

来
は
人
手
が
少
な
い
社
会
に
な
る
の

で
、
地
域
の
み
ん
な
で
補
い
合
っ
て

生
き
抜
い
て
ゆ
く
。

　

皆
で
土
地
を
耕
し
、
精
神
科
医
療

を
改
革
し
続
け
、
社
会
に
貢
献
し
て

ゆ
き
た
い
。
…
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

筆
者
は
、
ふ
と
イ
タ
リ
ア
の
精
神

科
医
療
の
改
革
者
バ
ザ
ー
リ
ア
（
イ

タ
リ
ア
の
精
神
科
病
院
を
全
廃
さ
せ

た
医
師
）を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

（
講
演
の
要
約
・
野
村
）
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世
界
ワ
ー
ス
ト
２
位
の
ベ
ル
ギ
ー

　

ベ
ル
ギ
ー
は
Ｅ
Ｕ
本
部
が
置
か
れ
、

ほ
ぼ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
位
置
し
て

い
ま
す
。ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
病
床
数
は
、

２
０
０
５
年
ま
で
人
口
千
人
対
2.5
人
程

度
で
、
世
界
ワ
ー
ス
ト
一
位
の
日
本
の

２
・
65
人
に
つ
い
で
ワ
ー
ス
ト
２
位
で

し
た
。
そ
の
地
位
は
変
わ
っ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
２
０
１
１
年
に
は
１
・
75
人

と
な
り
、
こ
れ
以
前
の
６
年
間
で
30
％

の
病
床
削
減
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

更
に
ベ
ル
ギ
ー
は
日
本
と
同
じ
よ
う

に
ほ
と
ん
ど
の
精
神
科
病
院
が
民
間
立

で
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
に
日
本
に
近

い
状
況
に
あ
り
な
が
ら
病
床
削
減
を
実

現
し
て
き
た
ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
医
療
改

革
に
学
ぶ
べ
く
、
木
全
副
理
事
長
、
岡

田
理
事
、
小
幡
事
務
局
長
を
含
め
た
総

勢
21
名
の
視
察
団
に
よ
っ
て
見
聞
き
し

徹
底
し
た
当
事
者
優
先
主
義
医
療
と
リ
カ
バ
リ
ー

～
ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
医
療
改
革
視
察
報
告
～　
　

白
梅
学
園
大
学　

杉
本
豊
和

て
き
た
内
容
の
概
要
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

地
域
移
行
で
病
床
削
減
を
実
現

　

ベ
ル
ギ
ー
は
病
床
削
減
を
動
機
と
し

て
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
精
神
医
療

改
革
が
始
ま
り
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
な

が
ら
病
床
削
減
の
効
果
が
現
れ
た
の
は

２
０
１
０
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
第
３
次

改
革
で
し
た
。
主
な
内
容
は
治
療
で
は

な
く
患
者
の
価
値
観
を
実
現
す
る
と
い

う
当
事
者
優
先
主
義
の
徹
底
と
入
院
中

心
政
策
か
ら
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
チ
ー
ム

の
活
動
を
主
と
す
る
地
域
精
神
医
療
へ

の
移
行
で
す
。
ベ
ル
ギ
ー
の
改
革
で
は

５
つ
の
機
能
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
①
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
＊
、
②

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
チ
ー
ム
、
③
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
④
地
域
施
設
ケ
ア
、

⑤
住
居
確
保
の
５
つ
で
す
。
特
に
目
新

し
い
も
の
は
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
の
中
に

徹
底
し
た
当
事
者
本
位
の
医
療
、
リ
カ

バ
リ
ー
の
思
想
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
病
院
で
の
ケ
ア
は
開
放

病
棟
が
基
本
で
あ
り
、
急
性
期
で
あ
っ

て
も
隔
離
病
室
に
入
る
こ
と
は
稀
で
、

急
性
期
で
入
院
し
て
も
そ
の
人
が
行
っ

て
い
る
通
常
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
で
き

る
だ
け
維
持
し
よ
う
と
し
ま
す
。
例
え

ば
週
に
１
回
ジ
ム
に
通
っ
て
い
る
人
で

あ
れ
ば
、
入
院
し
て
す
ぐ
で
も
ジ
ム
に

行
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

精
神
科
医
は
週
18
時
間
以
上
（
つ
ま

り
毎
日
半
日
程
度
）
地
域
に
出
る
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
将
来
的
に

は
35
時
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
活
躍
す
る
の

が
モ
バ
イ
ル
チ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
多
職

種
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・
チ
ー
ム
で

す
。
国
の
施
策
と
し
て
民
間
病
院
に
対

＊
病
気
の
初
期
診
療
、
第
１
次
医
療
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す
る
報
酬
を
入
院
治
療
か
ら
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
・
チ
ー
ム
に
移
行
す
る
よ
う
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ア
ウ
ト
リ
ー
チ
・

チ
ー
ム
の
報
酬
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の

で
病
院
の
収
入
が
減
ら
さ
れ
た
り
、
職

員
が
解
雇
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
地
域

医
療
が
推
進
さ
れ
、
患
者
も
地
域
で
生

活
し
な
が
ら
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
職
員
に
対
す

る
意
識
調
査
で
も
以
前
よ
り
も
や
り
が

い
を
感
じ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

そ
う
で
す
。

日
本
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
学
び
た
い

　

私
が
最
も
日
本
に
も
導
入
す
べ
き
と

感
じ
た
の
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
あ
り

方
で
す
。
臨
床
心
理
士
に
よ
る
助
言
の

下
、
一
般
開
業
医
は
精
神
疾
患
患
者
の

初
期
治
療
を
積
極
的
に
行
い
、
重
症
化

す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
80
％
の
患
者
が
５

回
以
内
の
通
院
で
治
療
を
完
了
し
新
規

の
入
院
者
を
未
然
に
防
い
で
い
ま
す
。

　

ベ
ル
ギ
ー
の
家
族
会
の
方
々
か
ら
の

お
話
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
ベ
ル

ギ
ー
で
は
医
師
が
「
家
族
が
入
院
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
は
我
々
医
療
職

の
役
割
」
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
家
族
が
入
院
さ
せ
て
し
ま
う
と
、

そ
の
後
の
関
係
性
が
悪
化
す
る
か
ら
で

す
。
日
本
で
は
同
意
入
院
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
医
療
的
に
必
要
で
あ
れ
ば
医

師
が
判
断
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
り
、
日

本
の
同
意
入
院
制
度
は
す
ぐ
に
廃
止
す

べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。
日
本
で
は
隔
離

や
拘
束
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

は
病
状
が
悪
化
し
て
か
ら
で
な
い
と
医

療
に
関
わ
ら
な
い
こ
と
も
一
つ
の
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
隔

離
や
身
体
拘
束
は
見
学
し
た
病
院
で
は

短
時
間
の
も
の
が
年
間
２
例
程
度
あ
る

だ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の
社
会
復
帰
（
リ

カ
バ
リ
ー
）
活
動
で
は
、
当
事
者
が
積

極
的
に
参
画
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
リ
カ
バ
リ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
と
い

う
学
校
が
あ
り
、
元
患
者
が
支
援
者
と

な
る
た
め
の
学
び
を
行
い
、
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
・
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
当
事
者

の
立
場
か
ら
患
者
さ
ん
の
リ
カ
バ
リ
ー

を
支
援
し
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
も
可
能
な
ベ
ル
ギ
ー
の
改
革

　

ベ
ル
ギ
ー
の
精
神
医
療
改
革
は
ま
だ

道
半
ば
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
病
床
削
減
だ
け
を
目
標
に
す
る
の

で
は
な
く
、
当
事
者
本
位
の
医
療
を
実

施
し
、
無
理
に
改
革
を
急
ぐ
の
で
は
な

く
実
績
を
積
み
重
ね
関
係
者
の
同
意
を

形
成
し
な
が
ら
改
革
を
す
す
め
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
で
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で

な
く
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
知
見

を
生
か
し
実
行
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
日
本
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
も

決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
し
た
。（
す
ぎ
も
と
と
よ
か
ず
）
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近
年
の
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
お

い
て
、
特
に
新
規
雇
用
は
目
覚
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

が
毎
年
６
月
１
日
に
実
施
し
て
い

る
障
害
者
雇
用
の
状
況
（
６
・
１
調

査
）
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
18
年
に

は
精
神
障
害
者
で
雇
用
さ
れ
て
い
る

人
は
わ
ず
か
２
０
０
０
人
だ
っ
た
の

が
、
平
成
29
年
（
６
月
１
日
）
に
は

５
０
０
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
25
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
け
る
障
害
種
別
の
職
業

紹
介
状
況
」
を
み
て
も
そ
の
伸
び
は

大
変
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
確

か
に
、
わ
ず
か
10
年
余
り
で
25
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
雇
用
の
増
加
数

を
身
体
・
知
的
障
害
に
比
較
す
る
と
、

精
神
障
害
者
雇
用
数
が
４
万
８
千
人

増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
知
的
障

害
者
の
増
加
数
は
４
万
４
千
人
か
ら

11
万
２
千
人
と
６
万
８
千
人
増
加
し

て
お
り
、
身
体
障
害
者
の
増
加
数
は

23
万
８
千
人
か
ら
33
万
３
千
人
と

９
万
５
千
人
増
加
し
て
お
り
、
大
き

な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

現
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
精
神
障
害

者
雇
用
の
絶
対
数
は
全
体
の
10
％
に

し
か
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
精

神
障
害
者
が
障
害
者
雇
用
の
対
象
と

な
っ
た
時
期
が
身
体
障
害
者
や
知
的

障
害
者
に
比
べ
時
期
が
遅
れ
て
い
た

こ
と
と
関
係
し
ま
す
。

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
自
体
、
初
め

て
制
定
さ
れ
た
と
き
は
身
体
障
害
者

雇
用
促
進
法
で
し
た
。
そ
れ
が
昭
和

（
１
）
厚
労
省
の
調
査
か
ら
見
え
る
精
神
障
害
者
雇
用

精
神
障
害
者
の
雇
用
は

今
、ど
う
な
っ
て
い
る
か

み
ん
な
ね
っ
と
理
事
長　

本
條
義
和

特集



7 　特集　　精神障害者の雇用は今、どうなっているか

注１：雇用義務のある企業（平成24年までは56人以上規模、平成25年以降は50人以上規模の企業）についての集計である。

注２：「障害者の数」とは、次に掲げる者の合計数である。

平成１７年まで 身体障害者（重度身体障害者はダブルカウント） 平成２３年以降 身体障害者（重度身体障害者はダブルカウント）
知的障害者（重度知的障害者はダブルカウント） 知的障害者（重度知的障害者はダブルカウント）
重度身体障害者である短時間労働者 重度身体障害者である短時間労働者
重度知的障害者である短時間労働者 重度知的障害者である短時間労働者 

精神障害者
平成１８年以降 身体障害者（重度身体障害者はダブルカウント） 身体障害者である短時間労働者
平成２２年まで 知的障害者（重度知的障害者はダブルカウント） (身体障害者である短時間労働者は0.5人でカウント)

重度身体障害者である短時間労働者 知的障害者である短時間労働者 
重度知的障害者である短時間労働者 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (知的障害者である短時間労働者は0.5人でカウント) 
精神障害者 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 精神障害者である短時間労働者
精神障害者である短時間労働者 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (精神障害者である短時間労働者は0.5人でカウント) 
(精神障害者である短時間労働者は0.5人でカウント) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

注3：法定雇用率は平成24年までは1.8％、平成25年4月以降は2.0％となっている。

グラフ

民間企業における障害者の雇用状況
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(1)実雇用率と雇用されている障害者の数の推移
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409

厚生労働省調査より、平成 29 年度障害者雇用状況の集計結果（H29/12/12 発表）から引用
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62
年
に
知
的
障
害
者
も
法
の
対
象
と

な
り
、
法
律
の
名
前
も
「
障
害
者
の

雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
以

下:

障
害
者
雇
用
促
進
法
）
と
変
わ

り
ま
し
た
。
平
成
25
年
の
改
正
障
害

者
雇
用
促
進
法
の
施
行
に
合
わ
せ
、

施
行
令
も
改
正
さ
れ
、
対
象
者
は
、

身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
の

雇
用
義
務
等
に
基
づ
く
」
だ
っ
た
の

が
、
精
神
障
害
者
（
発
達
障
害
・
て

ん
か
ん
含
む
）
も
対
象
と
し
て
、
一

括
し
て
障
害
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
も
う
一
点
、
６
・
１
調
査

か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
精
神
障

害
者
の
就
職
件
数
の
合
計
と
精
神
障

害
者
の
雇
用
数
が
大
き
く
乖
離
し
て

い
る
点
で
す
。
つ
ま
り
定
着
率
が
悪

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

一
般
企
業
の
雇
用
率
が
、
従
来
の

２
％
か
ら
2.2
％
に
上
昇
し
ま
し
た
。

更
に
３
年
未
満
の
う
ち
に
2.3
％
に
上

昇
し
ま
す
。

　

ま
た
障
害
者
雇
用
促
進
法
・
平
成

25
年
改
正
法
で
は
、精
神
障
害
者
の

雇
用
義
務
化
が
謳
わ
れ
て
お
り
、そ

の
施
行
も
本
年
４
月
１
日
か
ら
で

す
。
精
神
障
害
者
に
限
り
、
雇
用
し

て
か
ら
３
年
間
ま
た
は
精
神
保
健
福

祉
手
帳
を
所
持
し
て
か
ら
３
年
間
は

短
時
間
雇
用（
１
週
当
た
り
20
時
間

以
上
30
時
間
未
満
の
労
働
者
の
雇
用

で
従
来
０
・
５
人
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
て
い
ま
す
）も
１
人
と
カ
ウ
ン

ト
す
る
よ
う
政
令
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
法
改
正
に
よ
り
、
雇

用
の
量
に
つ
い
て
は
一
定
の
改
善
が

み
ら
れ
る
中
、
今
後
、
本
人
の
希
望

や
特
性
に
合
っ
た
仕
事
で
長
く
安
定

的
に
働
き
続
け
ら
れ
る
等
、
い
わ
ゆ

る
雇
用
の
質
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
労
政
審
障
害
者
雇
用
分

科
会
や
今
後
の
障
害
者
雇
用
促
進
制

度
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
精
神
障
害
者
（
発
達
障
害
者

を
含
む
）
の
場
合
、
定
着
率
が
低
い

（
２
）望
ま
し
い
精
神
障
害
者
雇
用
と
は
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と
い
う
こ
と
が
大
き
な
論
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
み
ん
な
ね
っ
と
」で
も
、

そ
の
こ
と
は
重
要
課
題
と
考
え
、
関

係
団
体
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
、
短
時
間
雇
用
及
び
20
時
間
未

満
の
超
短
時
間
雇
用
の
問
題
を
取
り

上
げ
る
と
と
も
に
、
定
着
に
つ
い
て

は
、「
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
」
を
提
唱
い

た
し
ま
し
た
（
月
刊
み
ん
な
ね
っ
と

平
成
29
年
12
月
号
）。

　

精
神
障
害
者（
発
達
障
害
を
含
む
）

の
短
時
間
雇
用
（
１
週
20
時
間
以
上

30
時
間
未
満
の
障
害
者
雇
用
）
に
つ

い
て
は
、
不
十
分
で
す
が
、
本
年
４

月
１
日
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
雇
用

促
進
法
施
行
令
に
よ
っ
て
、
い
く
ら

か
精
神
障
害
者
の
雇
用
が
進
む
と
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
か
ら
は

質
の
向
上
そ
れ
も
定
着
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
の
精
神
障
害
者
の
就
労
支
援

に
は
、
デ
イ
ケ
ア
、
作
業
所
、
就
労

継
続
ま
た
は
就
労
移
行
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、す
べ
て
通
所
型
支
援
で
す
。

精
神
障
害
者
の
た
め
の
施
設
を
地
域

に
設
け
る
と
い
う
支
援
体
制
が
主
流

で
す
。
こ
れ
は
精
神
障
害
に
限
ら
ず

障
害
者
就
労
支
援
は
、
ま
ず
施
設
で

日
常
生
活
を
訓
練
し
、
そ
の
後
、
就

労
系
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
者
の
場
合
は
就
労
系

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
の
支
援
の
前
に

デ
イ
ケ
ア
等
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
い
う
の
が
普
通
で
す
。
精
神
障
害

者
は
ス
ト
レ
ス
脆
弱
性
が
あ
る
の
で

十
分
な
訓
練
を
経
て
ス
ト
レ
ス
耐
性

を
高
め
た
の
ち
に
就
労
に
つ
な
げ
て

い
く
ト
レ
イ
ン
・
ア
ン
ド
・
プ
レ
イ

ス
・
モ
デ
ル
（
職
場
適
応
訓
練
を
経

て
職
場
に
つ
く
）
を
基
本
と
し
た
支

援
に
し
た
と
思
わ
れ
ま
す

　

後
述
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
は
逆
で
、

ま
ず
就
労
さ
せ
、
そ
の
後
支
援
を
受

け
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
型
の
支
援
（
ま
ず
施
設
等
職
場

と
は
別
の
と
こ
ろ
で
支
援
を
行
う
）

と
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
に
は
二
つ
の
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
な
く

支
援
（
訓
練
）
を
先
に
す
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
。も
う
一
つ
は
、

就
労
場
所
と
支
援
を
受
け
る
場
所
が

同
じ
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
す
。
両

者
を
比
較
す
る
と
、
就
労
場
所
と
支

援
を
す
る
場
所
が
同
一
で
、
就
職
し

て
か
ら
も
、（「
も
」
が
重
要
で
す
）
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支
援
す
る
ほ
う
が
、
職
場
と
は
別
の

と
こ
ろ
で
、
就
職
す
る
ま
で
の
支
援

を
受
け
る
と
い
う
従
来
型
の
支
援
よ

り
、
就
職
率
、
定
着
率
が
良
く
な
る

ほ
か
、
再
発
・
再
入
院
も
低
下
す
る

と
い
う
検
証
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
一
般
就
職
を
目
的

と
し
た
支
援
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル

が
、
本
人
の
リ
カ
バ
リ
に
も
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

ま
す
。

　

確
か
に
、
医
療
機
関
や
福
祉
施
設

に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
・
支

援
を
受
け
る
こ
と
は
、
本
人
の
リ
カ

バ
リ
ー
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
支
援
も
、

本
人
が
希
望
し
な
い
画
一
的
な
支
援

を
し
い
ら
れ
る
恐
れ
を
完
全
に
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　

　

こ
こ
で
、
本
人
の
希
望
や
意
思
に

つ
い
て
も
う
少
し
、
触
れ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
ね
っ
と
」で
は
、本
人
の

意
思
決
定
の
と
こ
ろ
で
、
数
年
前

か
ら
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
Ｓ
Ｄ

Ｍ
（
シ
ェ
ア
ー
ド
・
デ
ィ
シ
ジ
ョ
ン
・

メ
イ
キ
ン
グ: shared descision 

m
aking

）で
あ
る
べ
き
だ
た
提
言
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
非
自
発
的
入

院
に
お
け
る
意
思
決
定
等
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
も
い
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｍ
は
、
共
同
意
思
決
定
と
訳

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
援
者
（
医
療

従
事
者
）
が
対
象
者
（
患
者
）
支
援

の
目
的
や
内
容
を
説
明
を
し
同
意
を

得
て
支
援
を
行
う
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
異
な
り
、
支
援
者

が
対
象
者
と
共
同
で
支
援
の
目
的
や

内
容
を
決
定
し
て
い
く
過
程
を
言
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
は
、
イ
ン
デ
ィ
ビ

ジ
ュ
ア
ル
・
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
・
ア

ン
ド
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
＊

で
、

そ
の
Ｉ
（
イ
ン
デ
ィ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
）

は
、
個
別
的
に
と
い
う
意
味
で
す
。

Ｐ
は
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
で
就
労
で

す
。
Ｓ
は
サ
ポ
ー
ト
で
支
援
と
い
う

意
味
で
す
。

＊ IPS（individual placement and support）

（
３
）
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
に
つ
い
て
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Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
は
、
ま
ず
就
職
さ

せ
て
、
そ
の
後
支
援
を
受
け
な
が
ら

就
労
し
て
い
く
と
い
う
支
援
方
法
な

の
で
す
。

　

こ
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
ア
メ
リ
カ
で
１
９
８
０
年
代

に
ベ
ッ
カ
ー
（Becker
）
や
、ド
レ

イ
ク（D

rake

）ら
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
実
践
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
エ
ビ
デ
ン
ス

も
確
立
し
普
及
が
進
ん
で
い
る
の

に
、
日
本
に
お
い
て
は
普
及
が
す
す

ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
、『
Ｉ
Ｐ
Ｓ
就
労
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
導
入
ガ
イ
ド
』（
著
サ
ラ
・

ス
ワ
ン
ソ
ン
、
デ
ボ
ラ
・
ベ
ッ
カ
ー

訳
・
編
集
代
表
林
輝
男　

星
和
書

店
発
行　

２
０
１
７
年
５
月
15
日
初

版
第
１
刷
発
行
）
を
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
同
書
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
対

象
者
と
し
て
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
組
織
：
除
外
ゼ
ロ
基
準　

定
義

『
働
く
こ
と
に
興
味
の
あ
る
す
べ
て

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
に
よ

る
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
ば
、
薬
物
依
存
の
有

無
、
精
神
症
状
の
程
度
、
過
去
の
暴

力
行
為
の
既
往
、
認
知
機
能
障
害
、

治
療
経
過
そ
し
て
風
貌
な
ど
、
精
神

科
の
治
療
者
が
通
常
就
労
の
可
能
性

を
判
断
す
る
と
き
に
用
い
る
基
準

は
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
可
否
を
決
め
る
基
準
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
原
則
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
に
よ

る
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て

か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
就
労
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
仕

事
を
や
め
て
し
ま
っ
た
時
に
、
そ
の

止
め
た
理
由
と
か
過
去
何
回
仕
事
を

や
め
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
ず
に
次
の
仕
事
探
し
を
支
援
し
ま

す
。
仮
に
就
労
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
局
が
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の

判
断
基
準
を
有
し
て
い
て
も
、
Ｉ
Ｐ

Ｓ
を
行
う
精
神
保
健
団
体
は
誰
か
を

除
外
す
る
た
め
に
そ
の
判
断
基
準
を

採
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
公
式
、

あ
る
い
は
非
公
式
な
形
、
い
ず
れ
の

形
に
お
い
て
も
適
性
判
断
は
さ
れ
ま

せ
ん
』」

　

少
し
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
大
変
重
要
な
箇
所
で
あ
る
と
思

い
、
引
用
し
ま
し
た
。
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誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
お
伝

え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
に
か
か
わ
る
人
の
う

ち
、
す
で
に
紙
面
に
登
場
し
た
Ｉ
Ｐ

Ｓ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
の
と
こ
ろ
で
就
労

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
が
仕
事
を
や
め
て
も
考
慮
に
入
れ

ず
に
次
の
仕
事
探
し
を
支
援
す
る
原

則
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト（
就
労
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
）は
、就
労
サ
ー
ビ
ス
の
み
を
提
供

し
ま
す
。
し
か
も
、対
象
者（
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
）に
代
わ
り
、少
な
く
と
も
、

週
６
回
は
対
面
式
の
雇
用
主
と
の
面

会
を
行
い
ま
す
。
そ
の
雇
用
主
と
の

面
会
も
で
き
る
だ
け
広
範
囲
の
職
種

の
雇
用
主
と
会
う
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
こ
で

い
う
雇
用
主
と
の
面
会
は
、厳
密
に
、

対
面
に
よ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
電
話
で
済
ま
せ
た
り
、
採

用
権
の
な
い
代
理
者
と
の
面
会
は
、

面
会
回
数
に
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
支
援
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
を
み
る
の
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
が
う
ま

く
機
能
す
る
か
ど
う
か
の
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ケ
ー
ス

の
状
況
が
著
し
く
変
化
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
そ
の
都
度
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
は
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
動
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
自
身
も
雇
用
主
と
の
面
会
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
就
労
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
雇
用
主
訪
問
記
録

を
閲
覧
し
評
価
す
る
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
及
び

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
、
精
神
障
害

（
５
）
ま
と
め

者
雇
用
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果

た
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
二
者
だ
け

　
　
（
４
）
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
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で
は
限
界
が
あ
る
の
は
当
然
で
す
。

精
神
障
害
は
疾
病
と
障
害
と
い
う
二

つ
の
側
面
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
医
療
と
の
連
携
は
不
可
欠

で
す
。

　

精
神
医
療
・
保
健
福
祉
と
の
連
携

を
含
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
に
は
７
つ
の
原
則

が
あ
り
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
上
す
べ
て
を
照
会
で

き
ま
せ
ん
の
で
項
目
の
み
最
後
に
掲

げ
ま
と
め
と
し
ま
す
。
①
競
争
的
就

労
（
最
低
賃
金
以
上
の
一
般
就
労
で

あ
る
こ
と
）
②
本
人
が
望
む
就
労
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
③
精
神
保
健
医

療
と
就
労
支
援
を
統
合
す
る
こ
と
④

ま
ず
は
仕
事
を
探
し
、
職
場
で
の
オ

ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
イ
に
ン
グ
を
重
視

す
る
こ
と
⑤
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
就
労
継
続
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
う
⑥
本
人
の
施
行
に
基
づ
く
仕

事
探
し
を
行
う
こ
と
⑦
個
別
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
給
付
金
を
提
供
す
る

こ
と
。

　

さ
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
と
、
従
来

型
の
就
労
支
援
で
は
二
つ
の
違
い
が

あ
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
支
援
す
る

場
所
が
就
労
場
所
と
同
じ
と
い
う
こ

と
は
、
支
援
者
が
行
う
支
援
は
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
た
だ
し
、
ア
ク
ト
や
メ
リ
デ
ン

版
訪
問
型
家
族
支
援
の
よ
う
に
、
家

庭
を
訪
問
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
等
の
役
割
は
、
就
労
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
あ
る
か
ら
で
す
。

　

も
う
一
つ
、
支
援
す
る
場
所
が
就

労
す
る
場
所
が
同
一
と
い
う
こ
と

は
、
職
場
環
境
へ
の
働
き
か
け
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
障
害
が
、
病

気
や
ケ
ガ
と
い
っ
た
個
人
因
子
だ
け

で
な
く
社
会
に
あ
る
様
々
な
障
壁
等

に
よ
っ
て
生
活
に
制
限
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
す
る
と
、
職
場
環

境
へ
の
働
き
か
け
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
モ
デ
ル
の
７
つ
の
原

則
は
ま
さ
に
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の

と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
〈
参
考
及
び
引
用
文
献
〉

『
Ｉ
Ｐ
Ｓ
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
ガ
イ
ド
』

著　

サ
ラ
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
、デ
ボ
ラ
・
ベ
ッ
カ
ー

訳
・
編
集
代
表　

林
輝
男　

星
和
書
店

『
精
神
障
害
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
第

16
巻
第
１
号
（
２
０
１
２
年
６
月
30
日
）

『
精
神
障
害
者
雇
用
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
』　
著　

山
口

創
生　

星
和
書
店　
（
２
０
１
８
年
４
月
24
日
）

初
版
第
１
刷
発
行

（
ほ
ん
じ
ょ
う　

よ
し
か
ず
）
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語
り
あ
お
う
、

　
つ
な
が
ろ
う
、

　
町
の
中
で
、

　
　
日
常
の
中
で

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋか

ぞ

っ

く

Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
　
看
護
師

青
柳
雄
三

～
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
学
ぶ

　

私
の
対
話
性
と
対
話
実
践
～ 第

４
回

※１　患者や家族から連絡を受けた医療チーム
（一人ということはない）が 24 時間以内に訪問
をする。参加者は患者、家族、医師、看護師、心
理士など。参加者全員が平等な立場で、症状が改
善するまで行われる。

私
の
出
来
る
対
話
か
ら
は
じ
め
よ
う

　

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グOpen 

Dialogues

（
以
下
：
Ｏ
Ｄ
）
を
知
っ

た
と
き
に
「
す
ば
ら
し
い
」
と
思
う

の
と
同
時
に
、
自
分
の
町
で
出
来
る

だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
も
つ
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
、Ｏ
Ｄ
発
祥
の
地
で
あ
る
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
ケ
ロ
プ

ダ
ス
病
院
で
研
修

を
し
、
実
際
に
治
療

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
※
１
を

み
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者

は
平
等
で
、
お
互
い

の
声
に
耳
を
傾
け
、

あ
た
た
か
く
安
心
で

き
る
場
で
あ
る
と
体

ゆうりんクリニック（東京池袋）、ＡＣＴふぁん
（埼玉東浦和）、訪問看護ステーション KAZOC
（東京練馬）合同で、フィンランド研修に行った
ときのものです（未来がたりのダイアローグを
実践するヌルミヤルヴィ市の近くの湖にて）
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こ
れ
を
私
の
中
心
に
置
い
て
、
私
た

ち
の
で
き
る
対
話
実
践
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
始
め

る
対
話
実
践
が
こ
の
町
の
人
々
に
つ

な
が
り
、
こ
の
町
に
も
「
対
話
性
：

Dialogism

」
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

対
話
を
取
り
戻
す

　

ト
ム
・
エ
リ
ク
・
ア
ー
ン
キ
ル
さ

感
し
、
こ
れ
が
「
対
話
」
な
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
空
間
を
訪
問
看

護
で
作
れ
た
ら
ど
れ
程
す
ば
ら
し
い

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｄ
と
い
う
言
葉
に
は
、
①
地
域

で
の
精
神
医
療
の「
サ
ー
ビ
ス
提
供
シ

※２　トム・エリク・アーンキルさんはフィ
ンランドでは OD と並んで、地域で実践さ
れている「未来語りのダイアローグ」を開
発し、OD の創設者であるヤーコ・セイッ
クラと共に共同研究を行ってきた。

ス
テ
ム
」、②「
対
話
実
践
」

の
技
法
、
③「
世
界
観
」の

側
面
が
あ
り
ま
す
⑴
。

　

こ
の
３
つ
す
べ
て
を
ケ

ロ
プ
ダ
ス
と
同
じ
よ
う
に

や
ろ
う
と
思
う
と
自
信
が

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
ず
私
は「
世
界
観
」、

Ｏ
Ｄ
の
７
つ
の
原
則
⑵

で

言
え
ば
、
７
番
目
の
「
対

話
主
義
（
対
話
性
）
：

Dialogism

」
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1．即時対応 必要に応じてただちに対応する
2．社会的にネット　　
　ワークの視点を持つ

クライアント、家族、つながりのある人々を皆、治療ミーティ
ングに招く

3．柔軟性と機動性 その時々のニーズに合わせて、どこにでも、何にでも柔軟
に対応する

4．責任を持つこと 治療チームは必要な支援全体に責任をもって関わる

5．心理的連続性 クライアントをよく知っている同じ治療チームが、最初か
らずっと続けて対応する

6．不確実性に耐える 答えのない不確かな状態に耐える
7．対話主義 対話を続けることを目的とし、多様な声に耳を傾け続ける

オープンダイアローグ対話実践のガイドライン第 1版　オープンダイアローグ・ネットワーク・ジャパン（ODNJP）

オープンダイアローグの７つの原則

ん
※
２

の
研
修
会
に

参
加
し
た
時
に
、
あ

る
女
性
が
赤
ち
ゃ
ん

を
連
れ
て
き
て
お

り
、
会
場
の
後
ろ
で

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
だ

し
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
ト

ム
さ
ん
は
、
人
は
生

（1） （2）オープンダイアローグネットワークジャパン
「ODNJP オープンダイアローグ対話実践のガイドライン
第 1 版」2018 年 3 月 https://www.opendialogue.jp/
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ま
れ
た
時
か
ら
対
話
す
る
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
は
泣
き
、
そ
の
声
に
母
親

は
あ
や
し
た
り
、
ミ
ル
ク
を
与
え
た

り
し
て
応
答
す
る
よ
う
に
と
。

　

私
は
小
学
生
ま
で
は
、
家
族
や
友

だ
ち
と
話
す
の
が
自
然
に
出
来
て
い

ま
し
た
。
中
学
生
に
な
っ
た
こ
ろ
か

ら
、
人
と
話
す
こ
と
が
自
然
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
人
と
話
せ
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
い

ま
ま
で
と
は
何
か
が
違
い
、
何
か
が

心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
感
じ
で
し

た
。
思
春
期
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
、

何
か
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
出
来

事
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
今
、
考
え
る
と
こ
の
苦

し
い
感
じ
は
対
話
性
が
失
わ
れ
て
い

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｏ
Ｄ
に
出
会
い
、
対
話

を
す
る
中
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る

感
覚
や
、
自
分
自
身
が
何
か
を
取
り

戻
す
感
覚
も
あ
り
ま
す
。
精
神
の
病

と
対
話
を
失
っ
て
い
く
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
よ
う

に
対
話
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
リ
カ

バ
リ
ー
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
対
話

を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
対
話
実
践
か
ら

　

訪
問
看
護
を
し
て
い
る
と
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
状
況
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
身
体
が
悪

い
の
に
ど
う
し
て
も
受
診
を
拒
む
方

に
、
支
援
者
は
受
診
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
目
標
と
し
て
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
が
、
状
況
は
変
わ
ら
な
い
と

い
う
よ
う
な
と
き
で
す
。

　

こ
う
い
う
と
き
に
７
つ
の
原
則
は
、

ど
う
し
た
ら
支
援
者
が
し
て
い
る
こ

と
が
対
話
的
で
あ
る
か
を
教
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
う
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？　

受
診
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
を
訪
問
中
は
ど
こ
か
に
置
い

て
、
対
話
を
す
る
こ
と
自
体
が
目
的

で
、
そ
の
先
に
何
か
を
見
出
そ
う
な

ん
て
考
え
る
こ
と
を
や
め
て
み
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
カ
ー
ド
は
、
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
の
研
修
中
に
使
っ
た
も
の
で
す
。
自
分
の
感
情

を
語
る
と
き
に
、
フ
ィ
ッ
ト
す
る
カ
ー
ド
を
選

び
、
そ
の
カ
ー
ド
を
な
ぜ
選
ん
だ
の
か
を
話
始
め

る
と
、
不
思
議
と
こ
と
ば
で
感
情
を
話
せ
ま
し
た
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結
果
的
に
は
解
決
策
が
出
て
く
る
よ

う
な
こ
と
も
あ
る
し
、
問
題
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
問
題
で
は
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
何

も
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
も
結

論
を
急
が
ず
、
も
う
一
度
、
解
決
策

を
求
め
る
よ
う
な
気
持
ち
を
ど
こ
か

に
置
い
て
み
ま
す
。

　

今
ま
で
の
私
は
、
こ
う
い
う
状
況

で
は
、
相
手
が
ど
う
し
た
ら
私
に
心

を
開
い
て
く
れ
る
の
か
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
、

私
自
身
が
開
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

対
話
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

意
識
的
に
確
認
し
て
い
る
の
が
、

次
の
３
つ
で
す
。

１
、
そ
の
人
の
病
名
や
障
害
で
は
な

く
、
そ
の
人
の
言
葉
を
大
切
に
で

き
て
い
る
か
。

２
、
そ
の
人
の
言
葉
や
そ
こ
で
起
き

て
い
る
こ
と
を
評
価
や
分
析
す
る

の
で
は
な
く
、
私
自
身
が
素
直
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

３
、
感
じ
た
こ
と
を
丁
寧
に
そ
の
人

に
返
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
か

　

私
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
自
然
に
で

き
る
こ
と
で
は
な
く
、
意
識
的
に
行

わ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

対
話
実
践
を
支
え
る
も
の

　

K

か
ぞ
っ
く

AZO
C

は
、
同
僚
の
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
対
話
す
る
こ

と
で
知
り
、
同
僚
の
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
も
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
非
難
さ

れ
た
り
、
自
分
の
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
が
脅
か
さ
れ
た
り
す
る
状
態
は

「
安
心
・
安
全
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
話
実
践
を
し
て
い
く
上
で
は
、
自

分
や
相
手
、そ
の
場
の「
安
心
・
安
全
」

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

対
話
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
家

族
と
の
時
間
で
す
。
こ
の
こ
と
を
同

僚
は
知
っ
て
く
れ
て
い
る
し
、
そ
う

い
う
私
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
私
の
「
安
全
・
安
心
」

に
な
り
、
今
日
も
訪
問
し
て
、
対
話

を
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。（

つ
づ
く
）

（
あ
お
や
ぎ　

ゆ
う
ぞ
う
）
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事例からみる
精神障害者の
障害年金の実際

《４》医師に診断書の内容の訂正をお願いしても良いか？

白
しらいし

石　美
み さ こ

佐子

白石社会保険労務士事務所
社会保険労務士

続

　

今
月
号
は
、
講
演
会
の
後
で
、
数

多
く
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
記
載
し
ま
す
。

　
「
医
師
に
診
断
書
の
内
容
の
訂
正
を

お
願
い
し
て
も
良
い
の
か
？
」「
診
断

書
を
訂
正
し
て
い
た
だ
け
る
の
な
ら
、

訂
正
印
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ

と
も
書
き
直
し
て
も
ら
わ
な
い
と
駄

目
で
し
ょ
う
か
」と
い
う
ご
質
問
で
す
。

　

同
様
の
ご
質
問
を
、「
み
ん
な
ね
っ

と
」
の
読
者
の
方
か
ら
も
い
た
だ
く

こ
と
が
過
去
に
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
を
読
む
中
で
、

障
害
年
金
は
診
断
書
の
内
容
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
し

て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
仕
上
が
っ
た
診
断
書
が
、
つ

ら
い
日
常
生
活
の
実
態
と
か
け
離
れ

た
内
容
で
あ
っ
た
場
合
に
、
医
師
に

内
容
を
修
正
し
て
い
た
だ
け
る
の
だ

ろ
う
か
？
と
素
朴
な
疑
問
が
わ
い
て

き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、
回
答
が
難
し
い
質
問
で

す
ね
。
私
は
、「
診
断
書
を
作
成
す

る
権
限
は
あ
く
ま
で
も
主
治
医
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
内
容
に
つ
い

て
医
師
が
ど
の
よ
う
な
判
断
で
診
断

書
を
書
か
れ
た
の
か
を
聞
い
て
み
る

の
は
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

診
断
書
の
内
容
を
聞
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
主
治
医
と
の
関
係
が
崩
れ

て
し
ま
う
よ
う
で
し
た
ら
、
私
は
、

聞
か
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
も
治
療
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
治
療
を
し
て
い
く
上

で
も
、
医
師
と
の
信
頼
関
係
は
必
須

だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

主
治
医
に
診
断
書
の
作
成
を
お
願

い
す
る
だ
け
で
も
勇
気
が
必
要
だ
と

多
く
の
方
が
お
話
し
さ
れ
ま
す
。
そ

の
上
、
仕
上
が
っ
た
診
断
書
の
内
容

に
つ
い
て
ま
で
医
師
に
聞
い
て
も
良

い
の
か
？　

そ
ん
な
勇
気
は
な
い
け



19 　続・事例からみる精神障害者の障害年金の実際

れ
ど
、
で
も
、
障
害
年
金
が
支
給
停

止
に
な
っ
た
場
合
は
生
活
が
成
り
ゆ

か
な
く
な
る
と
ご
相
談
さ
れ
る
方
は

多
い
で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
診
断
書
は
医
師
の
責

任
の
も
と
に
作
成
す
る
も
の
で
す
か

ら
、
医
師
に
強
引
に
診
断
書
の
訂
正

を
迫
る
と
い
う
こ
と
は
お
勧
め
し
ま

せ
ん
し
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、診
断
書
の
内
容
を
聞
き
、

納
得
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

障
害
年
金
の
請
求
や
更
新
の
診
断

書
を
提
出
す
る
時
に
、
ま
ず
、
自
分

の
診
断
書
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
の
か
？
と
確
認
す
る
こ
と
は
重

要
で
す
。

　

特
に
診
断
書
の
裏
面
の
日
常
生
活

能
力
の
判
定
と
程
度
は
、
等
級
目
安

表
に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
の
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
概

ね
何
級
程
度
の
等
級
結
果
が
届
く
か

が
予
測
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
２
級
を
受
け
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
診
断
書
の
内

容
は
全
く
２
級
に
届
か
な
い
内
容
の

も
の
で
あ
っ
た
場
合
、
現
在
の
生
活

や
労
働
の
実
態
が
ど
う
で
あ
る
の
か

を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

　

も
し
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
状
態

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
善
し
た

と
い
う
判
断
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
納
得
で
き
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
正
直
に
医
師
に
聞
い
て
み

る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
多
く
の
医
師
と
か
か
わ
る

中
で
思
う
こ
と
は
、
診
断
書
の
内
容

確
認
や
修
正
等
に
つ
い
て
も
、
主
治

医
の
考
え
に
よ
る
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
ご
ろ
の
様
子
を
医
師
に
伝
え
て
、

「
な
る
ほ
ど
、
日
ご
ろ
は
食
事
も
自

分
で
作
れ
ず
風
呂
に
も
入
れ
な
か
っ

た
ん
だ
ね
」
と
診
断
書
の
内
容
を
修

正
し
て
い
た
だ
け
る
先
生
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
、「
診
断
書
の
内
容
は

絶
対
に
変
え
な
い
」
と
言
う
先
生
も

い
ら
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
感
覚
で
す
が
、
言
葉
の

表
現
は
様
々
で
す
が
、ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、後
者
の
医
師
の
方
が
多
い

様
に
思
い
ま
す
。

　

医
師
は
患
者
さ
ん
と
寝
起
き
を
共

に
し
て
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
で

す
か
ら
、日
ご
ろ
の
食
事
や
お
風
呂

な
ど
に
つ
い
て
出
来
て
い
る
か
ど
う

か
判
断
さ
せ
る
診
断
書
の
内
容
に
問

題
が
あ
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
実
際
に
医
師
か
ら
、
医
学

生
の
時
に
障
害
年
金
の
診
断
書
の
書

き
方
を
学
ぶ
わ
け
で
も
な
く
、
医
師

に
な
っ
て
初
め
て
障
害
年
金
の
診
断

書
を
目
に
し
て
記
載
す
る
か
ら
大
変

だ
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
し
た
。
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そ
れ
故
、
判
断
基
準
も
そ
の
医
師

の
考
え
に
よ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
生
を
大
き

く
左
右
し
て
し
ま
う
大
切
な
診
断
書

で
す
か
ら
、
医
学
生
の
時
に
、
診
断

書
の
書
き
方
を
学
ぶ
機
会
が
あ
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
し
、
診
断
書
の
内
容
を
修
正
し

て
い
た
だ
け
た
場
合
の
注
意
点
が
あ

り
ま
す
。

　

診
断
書
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
書
き
で
書

か
れ
た
診
断
書
の
訂
正
に
つ
い
て

は
、
診
断
書
を
１
か
ら
書
き
直
す
と

い
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
し
て
い
た
だ

け
な
い
と
思
っ
て
お
い
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

Ａ
３
サ
イ
ズ
の
診
断
書
の
表
面
、

裏
面
を
再
度
記
載
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
多
大
な
労
力
が
か
か
り
ま
す
。

書
き
直
し
を
し
て
い
た
だ
け
た
場
合

に
は
、
別
途
、
診
断
書
代
を
請
求
さ

れ
る
病
院
も
あ
り
ま
す
。

　

ボ
ー
ル
ペ
ン
書
き
の
診
断
書
の
場

合
は
、
多
く
の
場
合
、
医
師
の
訂
正

印
で
の
対
応
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

訂
正
印
が
、
１
～
２
か
所
で
あ
る
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
審
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
あ
ま
り

に
も
訂
正
印
が
多
い
と
、
年
金
機
構

か
ら
カ
ル
テ
開
示
の
指
示
が
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
カ
ル
テ
の
写

し
の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
訂
正
印
が
多
い
た
め
に
、
診

断
書
の
内
容
そ
の
も
の
の
信
ぴ
ょ
う

性
を
疑
わ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が

高
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
印
刷
さ
れ
た
診
断
書

は
、
概
ね
、
内
容
を
修
正
し
て
印
刷

さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か

ら
、
別
途
診
断
書
代
の
請
求
な
ど
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
＊
＊

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
け
が
で
働

け
な
く
な
っ
た
時
の
自
分
の
権
利
と

し
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
生
き

て
い
く
に
は
お
金
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
病

気
で
働
け
な
い
状
態
や
十
分
に
働
く

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
時
に
経
済

的
困
窮
は
避
け
ら
れ
な
い
事
実
で
す
。

　

障
害
年
金
は
、
働
け
な
い
状
態
で

あ
る
こ
と
、
働
く
こ
と
に
著
し
い
制

限
が
か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
給
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
実
地
調
査
も

な
く
、
こ
ん
な
曖
昧
な
Ａ
３
サ
イ
ズ

の
用
紙
で
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
自

体
、
シ
ス
テ
ム
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　

自
分
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、
家

族
会
な
ど
を
通
じ
て
国
を
動
か
す
た

め
の
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ

と
が
、
将
来
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
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診断書の内容について記載をＡ４サイズで日常生活についての日常生活の支障をまとめて記載し、医師にお渡しした
結果、医師の判断で内容の修正をして頂けた診断書です。修正前でしたら、不支給になる可能性が高い診断書です。

　　　程度

判定平均
⑸ ⑷ ⑶ ⑵ ⑴

3.5 以上 1級 1級又は 2級

3.0 以上 3.5 未満 1級又は 2級 2級 2級

2.5 以上 3.0 未満 2級 2級又は 3級

2.0 以上 2.5 未満 2級 2級又は 3級 3級又は 3級非該当

1.5 以上 2.0 未満 1級 3級又は 3級非該当

1.5 未満 3級非該当 3級非該当

修正後 修正前

表 1　障害等級の目安
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退
院
で
き
た
患
者
た
ち

　

去
る
２
月
３
日
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
Ｅ

Ｔ
Ｖ
特
集
「
長
す
ぎ
た
入
院
」
を
見
ま
し
た
。
改

め
て
、
日
本
に
お
け
る
精
神
科
病
院
の
歴
史
と
実

態
を
知
り
、
悲
し
み
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
の
原
発
事
故
に
よ
り
、
近
隣
の
数
カ
所
の

精
神
科
病
院
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
長
期

に
入
院
し
て
い
た
患
者
の
方
々
は
退
院
と
な
り
ま

し
た
。

　

青
春
時
代
に
入
院
し
て
、
50
代
60
代
に
も
な
る
ま
で
退
院
で
き
な
か
っ
た
そ
の
方
々

の
告
白
は
、
胸
を
打
つ
も
の
で
し
た
。

　

入
院
し
て
か
ら
毎
日
、
退
院
し
た
い
と
一
心
に
願
い
続
け
て
い
た
の
に
、
何
十
年
も

の
間
、許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
族
が
引
き
取
ら
ず
、退
院
に
反
対
し
て
い
た
の
で
す
。

症
状
が
初
め
て
現
れ
た
と
き
の
行
動
に
家
族
は
戸
惑
い
、
対
応
方
法
が
分
か
ら
ず
に
精

神
科
病
院
に
任
せ
き
り
に
し
ま
し
た
。
中
に
は
治
療
の
必
要
の
な
い
知
的
障
害
の
方
々

も
預
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。社
会
に
居
場
所
が
な
く
、精
神
科
病
院
が
生
活
の
場
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

多事彩々このコーナーは、編集長（野村忠良）のコ
ラムを自由なテーマで連載いたします。
題して「多事彩々」。乞うご期待ください！
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精
神
科
病
院
は
、
社
会
が
要
求
し
た
役
割
を
忠
実
に
果
た
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
今

も
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

家
族
が
お
世
話
を
し
な
け
れ
ば
誰
も
助
け
ず
、
精
神
科
病
院
が
社
会
か
ら
隔
離
し
て

閉
鎖
的
な
居
場
所
を
提
供
す
る
と
い
う
現
在
の

社
会
の
仕
組
み
に
は
、
大
き
な
欠
陥
が
あ
る
と

思
え
ま
す
。

　

精
神
疾
患
を
発
症
し
た
市
民
を
、
責
任
を

も
っ
て
守
り
支
え
る
の
が
家
族
だ
け
と
い
う
現

状
は
、
そ
の
市
民
の
人
権
が
家
族
に
よ
っ
て
侵

さ
れ
れ
ば
無
権
利
状
態
に
な
る
と
い
う
、
恐
ろ

し
い
社
会
を
写
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
が
そ
の
人
の
人
権
を
守
ら
な
い
か
ら
、

家
族
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
精
神
科
病

院
に
閉
じ
込
め
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
国
民
、
市
民
の
人
権
と
生
活
を
、

し
っ
か
り
と
守
る
支
援
体
制
を
、
家
族
に
頼
ら

ず
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
早
急
に
整
え
る
こ
と

が
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
で
す
。（
野
村
忠
良
）
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彼
女
は
病
気
に
な
っ
た
こ
ろ
は
、

事
務
職
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
両
親
の
家
に

居
て
、
う
ち
に
は
10
年
以
上
通
院
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
は
病
気
で
は
な
く
、
何
か
を

が
ん
ば
っ
て
し
よ
う
と
す
る
と
“
邪

悪
”
が
邪
魔
を
し
て
、
う
ま
く
行

か
な
く
し
て
し
ま
う
ら
し
い
。
以

前
は
「
邪
悪
が
活
躍
す
る
。
音
を

出
し
て
通
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

︿
し
び
れ
の
様
子
？
﹀

　

右
手
で
す
か
、
左
手
で
す
か
？

　
「
両
方
で
す
」

　

し
び
れ
る
と
い
う
の
は
感
じ
で
す

か
？　

そ
れ
と
も
動
き
に
く
い
の
で

す
か
？

　
「
ジ
ー
ン
と
し
て
い
て
、
動
か
し

に
く
い
で
す
」

　

ご
飯
を
食
べ
る
時
に
物
を
こ
ぼ
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　

　
「
食
べ
物
を
こ
ぼ
し
た
こ
と
は
あ

街の
診療所から
のお便り

増
ましもと

本　茂
し げ き

樹

連
載
134
回

︿
手
が
し
び
れ
る
﹀

　
「
こ
の
あ
い
だ
、
手
が
し
び
れ
て
き

ち
ゃ
っ
て
。
近
く
の
病
院
に
行
っ
た

ん
で
す
。
先
生
は
お
薬
手
帳
を
見
て
、

『
精
神
的
な
も
の
と
思
う
か
ら
、
精
神

科
の
先
生
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
』
と

言
わ
れ
て
。
そ
れ
で
、
今
日
は
こ
の

こ
と
を
話
し
に
来
ま
し
た
」
と
、
予

定
よ
り
早
く
来
ら
れ
た
Ｇ
さ
ん
（
50

歳
女
性
、
家
事
手
伝
い
）
は
言
わ
れ

ま
す
。

増本クリニック院長

・・・
精
神
病
か
ら
回
復
し
て

　
自
分
ら
し
く
生
き
な
く
っ
ち
ゃ
ね
・・・
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の
で
し
た
。
セ
レ
ネ
ー
ス
で
は
目
が

上
を
向
い
た
り
、
体
が
固
く
な
っ
た

り
し
ま
し
た
。
錐
体
外
路
症
状
と
い

う
副
作
用
で
す
。
副
作
用
止
め
と
し

て
抗
コ
リ
ン
薬
を
処
方
す
る
の
で
す

が
、
こ
の
症
状
は
一
度
出
て
し
ま
う

と
な
か
な
か
収
ま
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
後
の
リ
ス
パ
ダ
ー
ル
で
は
月
経

り
ま
せ
ん
」

　

動
い
て
い
る
時
に
は
感
じ
な
い
の

で
す
ね
？

　
「
じ
っ
と
し
て
い
る
時
に
重
た
い

感
じ
で
し
た
。
邪
悪
が
止
め
て
い
る

の
と
は
違
い
ま
す
」

　

内
科
の
先
生
は
、
内
科
の
病
気
で

は
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
ね
？

　
「
内
科
の
先
生
は
『
ス
ト
レ
ス
と

関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
』
と
言

わ
れ
ま
し
た
」

　

内
科
の
お
医
者
さ
ん
は
上
手
に
精

神
科
に
導
い
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

︿
病
気
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。﹀

　

こ
れ
ま
で
Ｇ
さ
ん
は
た
び
た
び
拒

薬
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
服
薬
が
不
規

則
に
な
っ
て
２
～
３
か
月
す
る
と
邪

悪
の
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
く
る

が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
ジ
プ
レ
キ

サ
10
㎎
は
何
年
か
続
き
ま
し
た
が
、 

“
あ
の
薬
は
太
る
”
と
ど
こ
か
ら
か

聞
い
て
き
て
、
自
分
で
４
分
の
３
に

し
た
り
、
半
分
捨
て
た
り
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
う
す
る
と
イ
ラ
イ

ラ
し
や
す
く
な
り
、
日
常
生
活
の
中

で 

「
自
分
は
邪
魔
を
さ
れ
て
い
る
」

と
思
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
し

た
。

︿
も
っ
と
薬
が
効
く
よ
う
に
﹀

　

こ
の
１
年
間
は
新
薬
の
シ
ク
レ
ス

ト
が
気
に
入
り
、
最
初
の
５
㎎
か
ら

10
㎎
に
増
や
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

シ
ク
レ
ス
ト
10
㎎
で「
し
び
れ
る
」

と
言
う
人
は
う
ち
で
は
い
な
い
の
で

す
が
？　

で
、今
日
、薬
は
ま
だ
残
っ

て
い
ま
す
よ
ね
？
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「
そ
れ
が
、
も
っ
と
効
か
せ
よ
う

と
思
っ
て
１
日
に
４
錠
飲
ん
だ
の

で
、
も
う
な
く
な
っ
て
い
ま
す
」

　

え
っ
！　

そ
れ
は
び
っ
く
り
で

す
。
特
別
に
危
険
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
手
に
し
び
れ
を
感
じ
た
の

は
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
薬
は
最
大
量
が
20
㎎
で

す
か
ら
、
そ
れ
以
上
で
は
不
都
合
な

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
先
生
、
勝
手
を
し
て
ご
め
ん
な

さ
い
」
と
Ｇ
さ
ん
は
小
さ
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

薬
は
倍
強
く
し
た
ら
倍
効
果
が
あ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

︿
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
﹀

　

統
合
失
調
症
の
人
で
不
快
な
幻
聴

や
妄
想
が
な
く
な
る
と
“
レ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
寛
解
）”
と
言
い
ま
す
。

幻
聴
や
妄
想
は
薬
を
飲
ま
な
く
て
も

消
え
る
人
も
あ
る
ら
し
い
。
で
も
、

そ
の
人
に
合
っ
た
薬
を
ち
ょ
う
ど
良

い
量
飲
め
ば
、
早
く
消
え
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
Ｇ
さ
ん
の
場
合
も
服
薬

す
れ
ば
、
邪
悪
が
や
っ
て
く
る
音
や

隣
人
た
ち
が
連
絡
し
あ
っ
て
自
分
を

邪
魔
し
て
い
る
と
い
う
思
い
は
、
か

な
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
日
中
不
適
切
な
悩
み
が

頭
の
中
を
占
拠
し
て
い
た
の
で
す
か

ら
、
そ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
分

だ
け
自
分
ら
し
い
考
え
を
実
行
し
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。
そ
れ
が

で
き
る
と
“
リ
カ
バ
リ
ー
（
回
復
）”

で
す
。
で
も
、“
自
分
ら
し
い
欲
求
”

と
い
う
の
は
何
で
し
ょ
う
？　

急
に

湧
い
て
来
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
し
、
人
に
よ
っ
て
も
自
分
ら
し
さ

は
違
い
ま
す
か
ら
、
じ
っ
く
り
考
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

︿
リ
カ
バ
リ
ー
﹀

　

Ｇ
さ
ん
の
場
合
、
邪
魔
を
す
る
邪

悪
や
隣
人
の
こ
と
を
考
え
な
く
な
っ

た
の
に
、
そ
の
時
間
に
自
分
ら
し
い

楽
し
い
こ
と
を
考
え
る
よ
り
、
薬

の
害
を
心
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
薬
は
今

の
ま
ま
で
し
ば
ら
く
飲
み
続
け
る
こ

と
に
決
め
、
自
分
の
人
生
の
楽
し
み

に
思
い
当
た
り
、
今
身
近
に
あ
る
も

の
か
ら
幸
福
を
感
じ
て
生
き
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

　

人
は
、
楽
し
む
こ
と
も
練
習
を
繰

り
返
し
て
だ
ん
だ
ん
上
手
に
な
る
も

の
で
す
よ
。
も
う
忘
れ
た
で
し
ょ
う
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が
、
あ
な
た
が
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
、

口
の
端
が
ち
ょ
っ
と
窪
ん
だ
の
を
見

て
大
人
た
ち
が
「
笑
っ
た
、
え
く
ぼ

が
で
き
た
」
と
喜
ん
で
、
良
い
雰
囲

気
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
あ
な
た
も
感

じ
て
、
こ
う
い
う
風
に
口
を
曲
げ
る

と
幸
せ
な
気
分
に
な
れ
る
、
と
思
っ

た
は
ず
で
す
。
リ
カ
バ
リ
ー（
回
復
）

は
、
子
供
か
ら
大
人
の
人
間
に
な
る

た
め
に
、
新
た
に
見
つ
け
て
い
く
も

の
の
よ
う
で
す
。

︿
仕
事
よ
り
や
り
た
い
こ
と
﹀

　

Ｈ
さ
ん
（
35
歳
女
性
）
は
ジ
プ
レ

キ
サ
7.5
㎎
が
合
っ
て
、“
自
分
の
考

え
が
伝
わ
っ
て
し
ま
う
”
と
い
う
思

い
が
な
く
な
り
、
ス
ー
パ
ー
に
勤
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２
年
間
の

パ
ー
ト
勤
務
の
後
、
社
員
と
し
て
週

40
時
間
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
１
年
た
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
の
受
診
の
時
「
仕
事
よ
り
や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
の
で
退
職
し
よ
う
と

思
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
生
活
費
は

お
父
さ
ん
の
お
金
と
、
自
分
の
貯
金

が
少
し
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
仕
事
を
週
40
時
間
し
て
い
る
と
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
時
間

が
無
く
な
り
ま
す
」

　

確
か
に
、
週
20
時
間
だ
け
働
く
こ

と
に
す
れ
ば
、
残
り
の
20
時
間
は
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
ま
す

ね
。
そ
う
い
う
生
き
方
も
有
り
、
か

も
ね
。

︿
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
﹀

　

統
合
失
調
症
か
ら
回
復
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
そ
の
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
て
行
く
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
親
の
立
場
で
は
、
ち
ょ
う
ど
よ

く
学
校
に
行
っ
て
、
卒
業
し
た
ら
就

職
し
て
一
定
の
収
入
を
得
た
ら
、
結

婚
し
て
独
立
し
て
ほ
し
い
と
望
む
も

の
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

世
間
で
は
こ
の
１
年
、
役
人
や
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
で
偉
く
な
っ
た
人
た

ち
が
、
と
ん
で
も
な
い
失
敗
を
し
て

い
た
こ
と
が
い
く
つ
も
顕
わ
に
な
り

ま
し
た
。
彼
ら
は
自
分
ら
し
く
生
き

て
は
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

　

私
た
ち
は
い
ろ
ん
な
弱
点
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
あ
ん
な
考
え
違
い
は

し
な
い
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
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今
回
ご
紹
介
を
す
る
の
は
、
天
井

萌
奈
賀
さ
ん
（
仮
名
：
60
歳
代
女
性
）

で
す
。
天
井
さ
ん
と
は
、
昨
年
の
冬

に
、
家
族
会
の
研
修
会
で
知
り
合
い

ま
し
た
。
私
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
、
天
井
さ
ん
が
発
表
者
。
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
に
お
い
て
、
主
催
者
よ

り
「
写
真
を
撮
っ
て
い
い
で
す
か
」

と
聞
か
れ
た
時
、
彼
女
は
し
ば
ら
く

戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
、
気
に

知
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ー
モ
ア
と
愛
情
を
も
っ
て
温
か
い
家
庭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
っ
て
き
た
そ
の
先
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と

（
自
ら
の
人
生
の
主
人
公
と
し
て
の
家
族
の
暮
ら
し
特
集
⑩
）

連
載
31
回

日
本
福
祉
大
学

み
ん
な
ね
っ
と
理
事

青
木
聖
久

さ
れ
る
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
次
の
瞬
間
、
そ
う
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。「
ス
マ
ー

ト
に
撮
っ
て
く
れ
る
の
な
ら
、
い
い

で
す
が
？
」
と
。

　

天
井
さ
ん
は
、
仮
名
に
も
表
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、

か
つ
、
情
の
深
い
人
で
す
。
今
月
号

で
は
、
天
井
さ
ん
の
歴
史
に
触
れ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

電
話
交
換
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
夜

は
定
時
制
高
校
へ

　

天
井
さ
ん
は
一
人
っ
子
。
ま
た
、

家
庭
的
な
事
情
か
ら
、
主
に
祖
母
に

育
て
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
母
親

は
、
経
済
的
に
家
庭
を
支
え
る
た
め

に
、
一
生
懸
命
に
働
か
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
よ
う
な
家
庭
状
況
を
見
て

い
た
天
井
さ
ん
は
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
と
、
す
ぐ
に
働
く
道
を
選
択
し

ま
し
た
。
昼
間
は
銀
行
で
電
話
交
換

の
仕
事
を
し
、
夜
は
定
時
制
高
校
へ

４
年
間
通
い
卒
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
か
ね
て
よ
り
交
際
し
て

い
た
警
察
官
の
司

つ
か
さ
さ
ん
と
20
歳
で
結

婚
。
22
歳
の
時
に
長
女
の
安
子
さ
ん
、

24
歳
の
時
に
長
男
の
隼は

や
と人

さ
ん
が
産

ま
れ
ま
し
た
。
天
井
さ
ん
は
、
こ
れ
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ま
で
の
自
身
の
経
験
か
ら
も
、
温
か

い
家
庭
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
が
、

人
一
倍
強
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
声
に
出
し
て
歌
う
と
気
持
ち
が
す
っ

き
り
す
る

　

天
井
さ
ん
は
、
安
子
さ
ん
と
隼
人

さ
ん
が
小
学
生
の
頃
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー

ラ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

話
交
換
の
仕
事
は
、
結
婚
を
機
に
退

職
し
、そ
の
後
、子
育
て
を
し
な
が
ら
、

そ
ろ
ば
ん
の
先
生
、
医
療
事
務
等
の

仕
事
に
就
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
更
生
保
護
女
性
会
に
も

籍
を
お
き
、
少
年
院
の
慰
問
等
を
し
、

誕
生
会
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
を
演

奏
し
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
の
交
流
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
更
生
保
護
女
性
会
と
は
、

地
域
社
会
の
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、

さ
ら
に
は
、
非
行
を
し
た
少
年
の
更

生
等
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

天
井
さ
ん
は
、
環
境
的
な
こ
と
か

ら
、
非
行
を
し
て
し
ま
っ
た
少
年
た

ち
の
こ
と
を
、
我
が
こ
と
の
よ
う
に

捉
え
、
愛
情
を
も
っ
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
や
大
人
を
信
じ
ら
れ

な
い
少
年
た
ち
に
、
人
の
温
も
り
を

伝
え
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
で
も
、

そ
れ
は
、
一
方
的
に
「
し
て
あ
げ
る
」

と
い
う
活
動
で
は
な
く
、
天
井
さ
ん

に
と
っ
て
も
、「
声
に
出
し
て
歌
う
と
、

気
持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
」
と
い
う

よ
う
に
、
互
い
に
恵
の
あ
る
、
循
環

的
な
関
係
だ
と
言
え
ま
す
。

留
学
生
を
積
極
的
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

と
し
て
受
け
入
れ
た

　

環
境
の
大
切
さ
を
、体
験
的
に
知
っ

て
い
る
天
井
さ
ん
は
、
司
さ
ん
、
安

子
さ
ん
、
隼
人
さ
ん
、
そ
し
て
、
天

井
さ
ん
の
母
親
と
共
に
、
会
話
の
あ

る
家
庭
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

安
子
さ
ん
、
隼
人
さ
ん
は
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
自
然
と
困
っ
て
い
る
人
に

手
を
貸
し
た
り
、
年
配
の
人
を
大
事

に
す
る
、
優
し
い
人
間
に
育
ち
ま
し

た
。

　

ま
た
、
天
井
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
に
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
、
海
外
か
ら
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
、
安
子
さ
ん
と
隼
人
さ
ん
は
、
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英
語
が
大
好
き
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
隼
人
さ
ん
は
、
大
学
で

も
英
語
を
学
び
続
け
、
就
職
試
験
で

は
、
通
訳
の
仕
事
を
受
け
た
ほ
ど
で

し
た
。
た
だ
し
、
最
終
的
に
は
、
司

さ
ん
の
背
中
を
追
う
よ
う
に
、
大
学

卒
業
後
、
警
察
学
校
に
入
学
し
て
い

ま
す
。

何
か
に
怯お

び

え
る
よ
う
に
寮
か
ら
家
に

戻
っ
て
き
た
息
子

　

と
こ
ろ
が
隼
人
さ
ん
は
、
厳
し
い

縦
社
会
の
警
察
学
校
に
お
い
て
、
上

手
く
順
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
体
調
不

良
と
な
り
、
５
月
に
は
警
察
学
校
を

や
め
、
寮
か
ら
実
家
に
帰
っ
て
き
た

の
で
す
。
そ
の
時
は
、
何
か
に
怯お

び

え

て
い
る
よ
う
で
、
睡
眠
も
殆
ど
と
れ

て
い
な
い
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
親
戚
宅
の
仕
事
を
手
伝

う
た
め
に
、
再
び
家
を
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
天
井
さ
ん
は
、
こ
れ
で
何

ら
か
の
活
路
が
見
出
せ
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
た
も
の
の
、
そ
の
よ
う
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

以
前
よ
り
も
精
神
状
態
が
悪
化
し
て
、

家
に
帰
っ
て
き
た
の
で
す
。
新
幹
線
で

帰
っ
て
く
る
途
中
、
隼
人
さ
ん
は
「
飛

び
込
も
う
と
思
っ
た
」
と
。
そ
し
て
、

そ
の
夜
に
は
、
不
安
感
か
ら
大
声
を
あ

げ
、
精
神
科
病
院
に
受
診
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

「
今
夜
は
寝
れ
る
か
な
」と
言
う
の
を

聞
く
の
が
可
哀
想
で
つ
ら
か
っ
た

　

隼
人
さ
ん
は
、
夜
に
眠
れ
な
い
。
な

の
に
、
昼
間
も
眠
れ
な
い
。
薬
を
飲
み

眠
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
寝
た
気
が
し

な
い
。
脳
が
眠
っ
て
い
な
い
睡
眠
障
が

い
が
続
き
、「
今
夜
は
寝
れ
る
か
な
」と

口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
天

井
さ
ん
は
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
の
が
可

哀
想
で
、
つ
ら
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
し
て
、
不
安
感
も
依
然
と
し
て
強

か
っ
た
こ
と
か
ら
、薬
調
整
も
あ
り
、

初
め
て
精
神
科
病
院
に
入
院
し
ま
し

た
。
す
る
と
、日
毎
に
良
く
な
り
、２

か
月
弱
で
退
院
し
た
の
で
す
。

　

退
院
後
は
司
さ
ん
の
知
人
が
、
ガ

ス
メ
ー
タ
ー
の
交
換
の
仕
事
に
、
隼

人
さ
ん
を
、
退
院
２
日
目
か
ら
毎
朝

迎
え
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
薬
の
影

響
か
ら
、
午
前
中
は
足
元
が
ふ
ら
つ

く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
隼
人
さ

ん
は
１
年
間
働
き
続
け
た
の
で
す
。

本
人
も
家
族
も
不
安
な
中
、
人
の
優
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し
さ
に
つ
い
て
、
身
を
も
っ
て
感
じ

た
１
年
間
だ
っ
た
と
、
天
井
さ
ん
は

振
り
返
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

家
族
会
に
入
り
、
同
じ
悩
み
を
も
つ

仲
間
が
で
き
た

　

一
方
で
、
天
井
さ
ん
は
、
保
健
所

で
地
域
家
族
会
の
存
在
を
教
え
て
も

ら
い
、
隼
人
さ
ん
の
発
症
後
１
年
ぐ

ら
い
し
て
か
ら
、
家
族
会
に
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
仲
よ
く
な
っ

た
他
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
、
司

さ
ん
と
一
緒
に
、
そ
の
家
に
夜
遅
く

に
駆
け
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

未
だ
に
、
そ
の
方
と
は
家
族
ぐ
る
み

で
付
き
合
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
天
井
さ
ん
は
、
地
域
家
族

会
の
役
員
会
に
月
に
１
回
、
定
例
会

に
２
カ
月
に
１
回
、
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
加
え
て
、
天
井
さ
ん
は
「
ふ

れ
あ
い
会
」
と
い
う
集
い
の
場
を
提

案
し
、
２
カ
月
に
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
、
い
つ
来
て
、
い

つ
帰
っ
て
も
い
い
。
参
加
者
が
、
一

緒
に
手
芸
を
し
た
り
、
食
事
を
し
な

が
ら
。
と
に
か
く
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場
と
し
て
、

５
年
ぐ
ら
い
続
い
て
い
ま
す
。
天
井

さ
ん
曰
く
、「
楽
し
い
で
す
よ
。
何
か

し
な
が
ら
、
が
い
い
で
す
ね
」
と
。

「
行
っ
て
み
る
か
」
が
き
っ
か
け
で
、

始
め
た
仕
事
が
も
う
す
ぐ
10
年
目
に

　

話
を
隼
人
さ
ん
に
戻
し
ま
す
。
精

神
疾
患
を
発
症
し
て
か
ら
約
10
年
間
、

隼
人
さ
ん
は
、
精
神
科
病
院
に
通
院

を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。
加
え
て
隼

人
さ
ん
は
、
病
院
の
喫
茶
店
に
お
い

て
、
調
理
や
レ
ジ
係
を
経
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
も
参
加
し
、
そ
こ
で
は
全
国
大
会

に
も
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

隼
人
さ
ん
は
疾
患
や
障
が
い
と
折
り

合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
時
間
を
重
ね

て
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
あ
る
日
、
通
院

先
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
、

就
労
移
行
支
援
の
事
業
所
へ
「
行
っ

て
み
る
か
」
と
誘
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

す
る
と
隼
人
さ
ん
は
、
行
く
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
間
は
、

練
習
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
事
業

所
に
勤
め
始
め
て
、
も
う
す
ぐ
10
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

几
帳
面
な
性
格
の
隼
人
さ
ん
は
、

給
与
計
算
や
文
書
の
校こ

う
え
つ閲
等
が
得
意
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こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ふ
ま
え
、
私
の

感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

天
井
さ
ん
に
と
っ
て
、
温
か
い
家

庭
と
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
家
族
は
も
と
よ

り
、
社
会
で
暮
ら
す
人
た
ち
誰
も
が
、

笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
緒
に

考
え
あ
え
る
チ
ー
ム
。
仮
に
、
つ
ら

そ
う
な
人
の
存
在
を
知
っ
た
ら
、
決

し
て
知
ら
な
い
ふ
り
を
せ
ず
、
そ
こ

に
可
能
な
限
り
関
わ
り
、
自
分
た
ち

の
事
と
し
て
、
共
感
で
き
る
チ
ー
ム
。

実
際
、
夫
の
司
さ
ん
も
ま
た
、
警
察

を
退
職
し
た
後
、
保
護
司
と
し
て
、

犯
罪
や
非
行
か
ら
の
更
生
保
護
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
つ

い
数
日
前
、
２
人
で
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、「
２
人
で
、そ
う
い
う
こ
と
（
家

族
会
活
動
や
更
生
保
護
等
）
ば
っ
か

で
、
事
務
職
と
し
て
「
自
分
の
長
所

が
活
か
さ
れ
て
い
る
」、
と
言
う
そ
う

で
す
。
事
業
所
も
そ
の
こ
と
を
理
解

し
て
お
り
、
決
し
て
現
場
で
人
が
足

ら
な
く
と
も
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
」

と
打
診
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
末
に
な
る
と
残
業
も
多
く
、
日
付

が
変
わ
っ
て
か
ら
帰
宅
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
隼
人
さ
ん
は
、
趣
味

の
一
人
旅
を
時
折
楽
し
み
な
が
ら
、

や
り
が
い
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
天
井
さ
ん

と
司
さ
ん
は
、
年
に
１
回
、
隼
人
さ

ん
か
ら
旅
行
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け

る
そ
う
で
す
。

「
２
人
で
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
っ
か
り

や
っ
て
い
る
ね
」

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
天
井
さ
ん
の

り
や
っ
て
い
る
ね
」
と
、
笑
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

「
生
き
て
い
る
」「
暮
ら
し
て
い
る
」、

と
い
う
想
い
が
感
じ
ら
れ
た
時

　

天
井
さ
ん
に
限
ら
ず
、
家
族
は
、

大
事
な
子
ど
も
の
精
神
疾
患
の
発
症

時
の
つ
ら
か
っ
た
表
情
を
、
一
生
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
き
っ
と

そ
の
頃
、
天
井
さ
ん
は
隼
人
さ
ん
が
、

夜
苦
し
ま
ず
に
寝
る
こ
と
が
で
き
、

冗
談
で
も
言
っ
て
く
れ
よ
う
も
の
な

ら
、
そ
れ
だ
け
で
親
と
し
て
は
、
十

分
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
親
と
い
う
間
柄
の
家
族
が

最
も
望
ん
で
い
る
の
は
、
か
け
が
え

の
な
い
子
ど
も
か
ら
、「
生
き
て
い
る
」

「
暮
ら
し
て
い
る
」、
と
い
う
想
い
が

伝
わ
る
景
色
を
一
緒
に
見
ら
れ
る
こ
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と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
隼
人
さ
ん

の
場
合
は
、
発
症
か
ら
10
年
後
、
就

労
を
通
し
て
、
社
会
の
多
く
の
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
し
て
い
る
の
で

す
。

　「
お
か
え
り
」
と
い
う
四
文
字
に
精
一

杯
の
気
持
ち
を
込
め
て

　

今
日
も
、
そ
し
て
、
明
日
も
、
隼

人
さ
ん
は
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、

「
た
だ
い
ま
」
と
言
い
ま
す
。
天
井
さ

ん
は
、
隼
人
さ
ん
が
、
こ
の
言
葉
を

当
た
り
前
に
発
す
る
ま
で
に
、
ど
れ

だ
け
苦
し
か
っ
た
経
験
を
重
ね
て
き

た
か
を
痛
い
ほ
ど
知
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
本
当
は
毎
回
抱
き
し
め
、

た
く
さ
ん
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
伝

え
た
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
、
あ

え
て
「
お
か
え
り
」
と
い
う
四
文
字

に
精
一
杯
の
気
持
ち
を
込
め
て
発
し

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
生
、
何
が
い
い
か
ど
う
か
な
ん
て

　

約
半
世
紀
（
50
年
）
前
、
天
井
さ

ん
は
、
自
身
の
ど
ん
な
未
来
を
想
像

し
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
司
さ
ん
、

安
子
さ
ん
、
隼
人
さ
ん
や
家
族
会
の

仲
間
。
全
て
の
人
た
ち
が
天
井
さ
ん

に
と
っ
て
、
大
切
な
存
在
。
ま
た
、

天
井
さ
ん
宅
に
は
、愛
猫
が
２
匹
（
４

代
目
と
５
代
目
）
い
て
、
悲
し
ん
で

い
る
時
も
、
傍
に
寄
り
添
っ
て
く
れ

ま
す
。
隼
人
さ
ん
が
夜
遅
く
に
帰
宅

す
る
と
、
玄
関
の
戸
を
開
け
る
前
に
、

愛
猫
は
迎
え
に
出
ま
す
。
ま
た
、
近

所
に
は
、
長
女
の
安
子
さ
ん
が
優
し

い
夫
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
出
来
れ
ば
、
つ
ら
い
経

験
を
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

結
果
的
に
つ
ら
い
経
験
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
人
の
こ
と
を
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
さ

を
見
逃
し
ま
せ
ん
。
す
る
と
、
自
然

と
嬉
し
涙
が
溢あ

ふ

れ
ま
す
。
人
生
、
何

が
い
い
か
ど
う
か
な
ん
て
、
誰
に
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
一
つ
だ
け
言
え
る
こ

と
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、つ
ら
か
っ

た
事
柄
に
向
き
合
っ
た
先
に
こ
そ
、

本
当
の
意
味
で
の
幸
せ
を
見
つ
け
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
人
と
し
て
、
優
し

い
背
中
が
つ
く
ら
れ
る
。
人
生
と
は
、

幸
せ
と
は
、人
と
は
、本
当
に
深
い
…
。

（
あ
お
き
き
よ
ひ
さ
）
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載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
い
に
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
　

日
常
生
活　
　

◆
兵
庫
県
　
大
塚
き
み
よ
　
家
族

（
60
代
）

　

４
月
号
、
配
偶
者
パ
ー
ト
ナ
ー
の

立
場
か
ら
を
興
味
深
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
く
そ
の
通
り
で

す
。

　

私
は
家
族
会
の
理
事
長
を
今
年
４

月
か
ら
受
け
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
運
営
し
て
い
く
の
が
望
ま
れ
て
い

る
の
か
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
っ
と
地
域
へ
発
信
し
、
地
域
の

方
々
と
交
流
し
、
気
軽
に
参
加
で
き

る
雰
囲
気
を
作
り
た
い
。

　

に
ぎ
や
か
な
の
も
良
い
け
れ
ど
じ

っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
話
せ
る
場
所

に
も
な
っ
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
認
め
て
も
ら
え
る
よ

う
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
千
葉
県
　
は
ち
　
本
人
（
40
代
）

　

統
合
失
調
症
と
発
達
障
害
と
の
関

係
。
７
割
が
発
達
障
害
。
誤
診
さ
れ

て
薬
を
の
み
つ
づ
け
て
い
る
例
。
根

底
に
発
達
障
害
。

　

そ
し
て
学
校
の
い
じ
め
に
つ
い
て

　

い
じ
め
の
苦
し
み
は
す
ご
く
わ
か

る
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な
発
達
障
害

と
あ
る
の
が
人
と
違
う
と
い
う
こ
と

で
い
じ
め
に
会
う
差
別
。

 

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
期
待
し

て
ま
す
。

　
◆
大
分
県
　
高
塚
逸
子
　
本
人（
50
代
）

　

友
人
か
ら
Ａ
型
事
業
所
が
最
近
ど

ん
ど
ん
つ
ぶ
れ
て
い
っ
て
い
る
と
聞

き
驚
い
て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
」
そ
の
も
の
（
就
職
）
は
で

き
な
く
て
も
一
般
就
労
し
て
い
る
人

の
仕
事
を
小
さ
い
仕
事
な
ど
シ
ェ
ア

（
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）
を
も
っ
と

も
っ
と
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
‼

と
思
い
ま
す
！

「
み
ん
な
ね
っ
と
」の
感
想

◆
群
馬
県
　
あ
か
つ　

　

月
刊
誌
を
毎
月
楽
し
み
に
待
っ
て

ま
す
。
月
刊
誌
を
読
ん
で
、
少
し
ず

つ
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
、
私
の
求
め
て
い

る
も
の
は
何
か
迷
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

４
月
号
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
、「
●

新
し
い
月
刊
誌
の
あ
り
方
＊
家
族
と

ひ
と
く
く
り
に
せ
ず
、
多
様
な
立
場

の
状
況
を
伝
え
る
。
そ
の
他
」
と
記

読者のページ

わ
みんなの

「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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お
か
げ
で
我
が
家
の
愛
猫
は
点
滴

を
受
け
て
少
し
元
気
に
な
り
、
又
翌

日
点
滴
を
受
け
て
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
仕
事
で
帰
宅
が
遅
か
っ
た

の
で
、
あ
り
が
と
う
あ
り
が
と
う
と

何
度
も
お
礼
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
の
話
題　
　

◆
京
都
府
　
城
陽
市
精
神
家
族
会
ア

ル
プ
ス
　
　
　
　
会
長　

古
市
　
洋

　

私
た
ち
家
族
会
の
近
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
当
会
で
は
、
城
陽
市

障
害
福
祉
課
様
の
支
援
を
受
け
て
、

６
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

に
市
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
心
の
病

と
不
安
の
日
々
」
と
の
テ
ー
マ
で
第

１
回
家
族
相
談
会
を
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
対
象
は
障
害
の
あ
る
方

の
家
族
で
、
先
着
２
組
の
相
談
を
無

料
で
受
け
ま
す
。
案
内
記
事
は
５
月

ひ
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
っ
さ
ん
の
た
め
の
い
じ

め
は
や
め
て
ほ
し
い
と
お
も
い
ま
す
。

◆
東
京
都
　
工
藤
松
子
　
家
族（
70
代
）

　

心
細
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
愛
猫
の

た
め
に
時
間
外
に
往
復
タ
ク
シ
ー
で

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
そ

ん
な
娘
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
愛
姫
県
　
な
お
り
ん
　
本
人
（
50
代
）

　

み
ん
な
げ
ん
き
で
い
て
ほ
し
い
学
校

で
い
じ
め
に
あ
っ
て
も
じ
さ
つ
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
も
む
か
し
い
じ
め
に
あ
っ
た
け
れ

ど
、
じ
さ
つ
も
か
ん
が
え
て
い
た
け
ど
、

お
や
に
も
ら
っ
た
か
ら
だ
な
の
で
す
か
ら

し
ん
で
も
お
や
が
か
な
し
む
だ
け
で
す
。

　

み
ん
な
な
か
よ
く
す
る
ど
り
ょ
く
が

○○○○○○○○○みんなのわ○○

◆神奈川県　スマイル　（50代）
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場
の
人
々
と
の
学
習
を
求
め
て
来
る

も
の
で
あ
り
、
即
、
会
員
と
い
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
会
で
は
、
会
員
に
な
っ
て
下

さ
る
こ
と
を
望
ん
で
は
お
り
ま
す

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
５
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
に
こ
れ
ま
で

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
茶
話

会
を
開
き
、
家
族
会
の
紹
介
や
加
入

の
お
勧
め
を
し
て
い
る
会
が
多
い
で

す
。

　

学
習
会
に
参
加
さ
れ
た
方
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
会
員
に
な
ら
れ
な
か

っ
た
方
を
含
め
て
ほ
ぼ
１
０
０
％
の

方
か
ら
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」
と

の
回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
家
族
の
方
々
か
ら
充

分
な
評
価
を
頂
い
て
い
る
学
習
会
で

す
。
静
岡
県
で
の
現
状
概
略
を
述
べ

ま
し
た
が
以
下
に
学
習
会
に
対
す
る

静
岡
県
連
の
方
針
と
学
習
会
で
の
成

果
や
課
題
を
箇
条
書
き
に
し
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

15
日
の
市
報
に
掲
載
し
て
も
ら
え
ま

し
た
。
こ
の
企
画
は
、
会
長
古
市
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
市
に
働
き
か

け
、
指
導
を
頂
い
て
実
現
し
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
相
談
会
を
開
く
に
当
た
っ
て

は
、
事
前
に
み
ん
な
ね
っ
と
の
図
書

（
相
談
事
例
集
等
々
）
を
参
考
に
し

ま
し
た
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
今
の
と
こ
ろ
、

年
に
２
回
く
ら
い
開
く
予
定
で
す
。

相
談
者
の
方
々
が
会
に
入
っ
て
下
さ

る
こ
と
を
期
待
し
、
家
族
会
の
活
性

化
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
「
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」
で

単
会
の
活
性
化
を
！

　

静
岡
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
理
事
長

　

杉
本
富
太
郎

　
「
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」
を

○○○○○○○○○みんなのわ○○

実
施
し
て
い
る
県
連
所
属
の
家
族
会

は
、開
始
年
度
が
平
成
23
年
度
１
会
、

25
年
度
１
会
、
26
年
度
１
会
，
27
年

度
３
会
、
29
年
度
１
会
、
30
年
５
月

に
静
岡
県
連
に
加
入
し
た
ば
か
り
の

会
が
１
会
と
な
っ
て
お
り
、
徐
々
に

で
す
が
確
実
に
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

３
年
以
上
続
け
て
い
る
６
会
の

今
ま
で
の
延
べ
学
習
会
参
加
者
は

１
６
８
名
居
り
、
そ
の
内
85
名
、

50
・
６
％
の
方
が
家
族
会
の
会
員
に

な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

新
会
員
は
単
会
に
と
っ
て
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
家
族
学
習
会
に

参
加
し
て
来
ら
れ
る
方
は
比
較
的
熱

心
に
家
族
会
の
活
動
に
も
関
わ
っ
て

下
さ
り
、
既
に
私
の
地
元
単
会
で
は

役
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
達

も
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
「
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」
は
、

孤
立
し
て
い
る
家
族
が
、「
家
族
に

よ
る
～
」
と
い
う
、
自
分
と
同
じ
立
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（
県
連
の
方
針
）

１
．
県
連
と
し
て
、
家
族
学
習
会
を
単
会

の
維
持
・
活
性
化
に
と
っ
て
有
効
な
手
段

と
考
え
こ
れ
を
推
進
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
の
で
機
会
あ
る
ご
と
に
、
こ
れ
を
伝
え

て
お
り
、
そ
の
実
績
に
つ
い
て
は
今
後
も

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

２
．
県
内
で
の
担
当
者
研
修
会
の
開
催
や

県
内
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
県
内
単
会
へ

の
派
遣
等
は
当
面
県
内
完
結
型
で
行
う
。

３
．
資
金
確
保
に
つ
い
て
今
後
検
討
を
要

す
。

４
．
単
会
自
身
で
の
開
催
が
困
難
な
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
、
県
連
と
し
て
で
き
る
限

り
の
支
援
を
す
る
。（
他
会
か
ら
の
担
当

者
の
派
遣
等
）

５
．
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
も
、
自

ず
と
差
異
が
生
じ
て
く
る
の
で
横
の
連
絡

に
も
気
を
付
け
た
い
。

（
成
果
）

１
．
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
多
く
の
体
験
談

を
聞
く
中
で
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
、と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
又
、

○○○○○○○○○みんなのわ○○

と
て
も
救
わ
れ
た
」
と
の
感
想
が
多
か
っ

た
。
単
会
に
と
っ
て
も
、
担
当
者
家
族
も

共
に
学
び
、
支
え
あ
い
な
が
ら
元
気
に
な

れ
る
こ
の
学
習
会
は
会
に
と
っ
て
大
事
な

事
業
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

２
．
系
統
だ
っ
た
学
習
が
で
き
「
統
合
失

調
症
を
あ
ら
た
め
て
認
識
で
き
た
」
と
高

評
価
を
得
ら
れ
た
。

３
．
１
回
の
学
習
会
が
３
時
間
で
５
回
行

う
た
め
一
緒
に
居
る
時
間
が
長
く
、
話
し

合
い
な
の
で
互
い
に
親
近
感
が
わ
く
。

４
．
参
加
者
が
比
較
的
に
若
く
熱
心
で
活

動
的
な
方
が
多
く
、
家
族
会
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

５
．
市
役
所
、
保
健
所
、
社
協
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
年
々
、
見
学
者
・
協
力
者
の
輪

が
拡
大
し
て
い
る
。

（
課
題
）

１
．
参
加
者
の
確
保
。
２
．
学
習
会
後
の

フ
ォ
ロ
ー
。（
加
入
者
も
非
加
入
者
も
）

３
．
運
営
の
リ
ー
ダ
ー
を
つ
く
り
た
い
。

４
．
担
当
者
と
し
て
の
向
上
。
５
．
他
障

害
（
発
達
障
害
等
）
と
の
関
連
付
け
等
。

ブロック名 開催地 日　　程 場　所
北海道・東北 山形 平成 30 年 8 月 28 日（火） 山形ビッグウイング

北信越 福井 平成 30 年 10 月 25 日（木）～ 26 日（金） ハピリン（福井駅）
福井パレスホテル

関東 栃木 平成 30 年 10 月 26 日（金） 宇都宮市文化会館小ホール
甲州・東海 岐阜 平成 30 年 11 月 9 日（金）～ 10 日（土） 高山市民文化会館

近畿
全国大会 兵庫 平成 30 年 11 月 26 日（月）～ 27 日（火） 神戸ボートピアホール

神戸国際会議場
中国 島根 平成 30 年 9 月 13 日（木） 島根県民会館
四国 徳島 平成 31 年 2 月 12 日（火）～ 13 日（水） 阿波観光ホテル

九州・沖縄 熊本 平成 31 年 2 月 7 日 KKR ホテル

平成 30年度全国大会・ブロック大会一覧
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■
５
月
20
日
、
浅
草
の
三
社
祭

に
出
か
け
た
。

　

お
祭
り
な
の
で
い
つ
も
に
増

し
て
人
が
多
く
、
雷
門
か
ら
境

内
ま
で
は
人
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
雷
門
前
の
歩
行
者
天
国
も

神
輿
見
物
の
人
だ
か
り
が
出
来

て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
周
囲
に
は
そ
う

し
た
様
子
を
撮
影
す
る
プ
ロ
・

ア
マ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
達
。

　

観
光
客
も
い
つ
も
よ
り
多

く
、
浴
衣
を
着
た
外
国
人
が
名

所
や
神
輿
や
自
分
の
気
に
入
っ

た
風
景
で
記
念
撮
影
を
し
て
い

る
。

　

露
店
は
数
も
種
類
も
豊
富

で
、
境
内
周
辺
の
路
上
に
も
出

店
さ
れ
て
い
る
。

　

賑
わ
っ
て
い
る
人
ご
み
の
中

を
待
っ
て
い
る
と
威
勢
の
良
い

掛
け
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
地

元
の
方
々
を
中
心
に
町
会
ご
と

の
神
輿
を
担
ぎ
、
次
か
ら
次
へ

と
通
り
過
ぎ
る
。
小
さ
な
子
供

も
ハ
ッ
ピ
に
ハ
チ
マ
キ
。
国
籍

や
年
齢
な
ん
て
関
係
な
く
神
輿

を
担
い
で
い
る
。

　

人
混
み
を
避
け
て
路
地
に
入

る
と
、
神
輿
を
担
ぎ
終
わ
っ
た

人
た
ち
が
路
上
に
シ
ー
ト
を
広

げ
て
酒
と
料
理
で
盛
り
上
が
っ

て
い
た
。

　

こ
の
祭
り
の
一
体
感
と
迫

力
、
そ
し
て
雰
囲
気
を
伝
え
た

く
て
、
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
っ

て
み
た
が
、
人
が
多
く
神
輿
の

上
部
と
人
だ
か
り
し
か
写
せ
な

か
っ
た
。

　

お
世
辞
に
も
上
手
と
言
え
な

い
写
真
と
動
画
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
私
の
言
葉
と
一
緒
に
、

面
白
く
伝
え
た
い
。

（
山
本
）
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■ 2016 年■
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12 月号：当事者中心の地域支援再考（山本昌知）
■ 2018 年■
1月号：ピアサポーターと協働した地域移行支援の実践（柳尚夫）
2月号：ひとりひとりの自尊心と思いを大切に
3月号：息子の障害から学んだこと（橋口亜希子さんに聴く）
4月号：配偶者・パートナーの立場からみえること（前田　直）
5月号：子どもの立場からみえること（横山恵子）
6月号：愛と希望（佐藤真智子）
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月刊みんなねっと～毎月こんな内容でお届けします～

みんなねっとのホームページではメールマガジンを発行しています ( 無
料 )。当会の活動だけでなく、各都道府県連の情報なども随時お知らせす
るメルマガになっています。ぜひ、ご登録ください。詳しくはホームペー
ジをご覧ください（「みんなねっと」で検索ください）。

「みんなねっと」の
ホームページをご覧ください

「みんなねっと」電話相談のご案内
TEL：03-6907-9212　受付時間：水曜日 10時～15時

※祝日と重なった場合はお休みです。※お昼（12時～13時）はお休みをいただきます。

☆メルマガ会員募集中（無料）☆

「みんなねっと」で検索！ http://seishinhoken.jp/

ご登録！お待ちしています
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「賛助会員Myページ」のご利用について

　みんなねっとHPサイト「賛助会員Myページ」へのログ
インについてお知らせいたします。
※初期ログイン画面は、みんなねっとWebサイト画面右上の
①「ログインボタン（鍵マーク）」から表示できます。
② ID：メールアドレス : ご登録いただいたメールアドレス
③初期パスワード : k00000 ※会員番号
※ログイン画面は、みんなねっとWeb サイト画面右上の「ロ
グインボタン（鍵マーク）」から表示できます。
メールアドレス未登録の会員の方は ...
　登録を希望するメールアドレスから、件名を「Web ア
カウント発行希望」として、本文に、氏名・住所・会員
番号・登録するメールアドレスをご記入の上、member@
seishinhoken.jp までメールを送信してください。 通常、1
～ 2週間でアカウントを発行し、メールの返信にてお知ら
せいたします。
[ 注意事項 ]
　ご登録いただいたメールアドレスは会員本人以外が利用で
きないものであることをご確認ください。
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公益社団法人 全国精神保健福祉会連合会（みんなねっと）
tel 03－6907－9211 ／ fax 03－3987－5466
ホームページ　http://www.seishinhoken.jp

問い合わせ先
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☆家族相談ハンドブック　Ａ４判・76頁・定価７００円（送料込）

【内容】家族による家族支援／精神障がい者の状況／精神障がい者家族の状況／家族相談の
意義と特徴／家族相談の目標／家族相談の留意点／相談実習の進め方／家族相談の方法／
新しく家族相談事業を立ち上げたいときは／家族相談員の養成／家族相談の事例

家族相談のテキストができました！　家族会からの注文は1冊500円に割引

☆家族会運営のてびき Ａ４判・100頁・定価８００円（送料込）

家族会の設置から運営の仕方まで家族会の活性化に役立つ「てびき」ができま
した！　会報や案内パンフなどの見本の資料ページもあり、家族会とつながり
のある支援機関でもぜひご活用を！【内容】精神障がい者家族会とは／家族会
活動をおこなおう／運営・活動費（財政基盤）について／家族会の組織強化をし
よう／地域にとけこむ活動への積極的参加／新しい家族を家族会につなげよ
う／新しく家族会を立ち上げよう／支援者・関係者の方々へ／資料編

家族会からの注文は1冊600円に割引します

家族会員・支援者のための

精神疾患がある人や家族に役立つ出版物

社会資源ハンドブック
精神障がい者と家族に役立つ

改訂版

【内容】医療に関する制度／地域で生活するための支援／日中活動の
場、就労や復学の支援／経済的な支援を受けたいとき／財産の活用
や保護、法的な支援など／家族が情報を得る、相談できるところ

Ｂ５判・180頁・定価１４００円（送料込）

精神障がい者家族相談事例集 Ａ４判・112 頁
定価 1000 円
　（別途送料）
好評発売中‼

本書は、全国から寄せられた家族による相談事例の中から32事例を掲載しま
した。事例を、日常生活、医療、家族会、家族依存、地域連携、親亡き後、制度の七
つに分類し、それにコメントを加えた初めての家族相談事例集です。同じ家族
としての立場から相談にのり、情報を伝え、家族会につなげていく活動は家族
会の原点ともいえます。みなさんの活動に役立てていただければと思います。

家族相談の活動は家族会の原点です


